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白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

4月5日に白馬中学校の入学式が挙行されました。生徒たちは、まだまだ着慣れて
いない学生服に身を包み、新しい学校・環境・友達との出会いに緊張と期待で胸がいっ
ぱいだったことと思います。白馬の子供たちの新たな門出は、春の暖かな日差しの中
で輝いて見えました。生徒の皆さん、保護者の皆様、ご入学おめでとうございます！！
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白
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【歳入】60億4,700万円（単位：百万円）【歳出】60億4,700万円（単位：百万円）
村税 1,364村税 1,364

地方交付税 1,806地方交付税 1,806

総務費 1,008総務費 1,008

民生費1,096民生費1,096

衛生費 581衛生費 581

農林業費 191農林業費 191
観光商工費 479観光商工費 479

土木費 1,121土木費 1,121

消防費 213消防費 213

教育費 548教育費 548

公債費 586公債費 586
その他 144その他 144 議会費 80議会費 80

国庫支出金 407国庫支出金 407
県支出金 276県支出金 276

繰入金 494繰入金 494

村債 736村債 736

その他 964その他 964

歳入の主な項目　10 万円以下切捨て
歳入項目 予算額 対前年比 主な内容と増減額

村 税 13 億 6,400 万円 △ 1.6% ・個人村民税：200 万円増　　　　・たばこ税：700 万円減 
・固定資産税：2,200 万円減　　　・入湯税：500 万円増

地方譲与税 6,800 万円 1.5% 譲与税には地方揮発油譲与税と自動車重量譲与税があります。 
県の推計乗率により算出しています。

地方交付税 18 億 600 万円 6.7%
地方財政計画や昨年度の交付実績、特殊事情などから 6.7％の増額
を見込みました。 
・普通交付税：2,000 万円増　・特別交付税：9,300 万円増

国庫支出金 4 億 700 万円 2.3%
増額の主なものは観光促進事業に係る地方創生推進交付金（5,000
万円増）などです。 
主なもの 
・村道改良に係る補助金：1 億円　など

県 支 出 金 2 億 7,600 万円 △ 1.4%
減額の主なものはほ場整備調査等に係る補助金（800 万円減）など
です。 
主なもの 
・国民健康保険保険基盤安定負担金：4,100 万円　など

繰 入 金 4 億 9,400 万円 3.8%
財政調整基金のほかふるさと白馬村を応援する基金（ふるさと納税）
など特定目的基金を繰り入れています。 
・財政調整基金：600 万円減 
・ふるさと白馬応援基金：3,800 万円増　　など

村 債 7 億 3,600 万円 △55.4%
給食センター建設事業や広域ごみ処理施設建設負担金の減により大
幅に減額となっています。 
・給食センター建設の村債：6 億 1,000 万円減 
・道路改良の村債：1 億 1,200 万円増など
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【歳入】60億4,700万円（単位：百万円）【歳出】60億4,700万円（単位：百万円）
村税 1,364村税 1,364

地方交付税 1,806地方交付税 1,806

総務費 1,008総務費 1,008

民生費1,096民生費1,096

衛生費 581衛生費 581

農林業費 191農林業費 191
観光商工費 479観光商工費 479

土木費 1,121土木費 1,121

消防費 213消防費 213

教育費 548教育費 548

公債費 586公債費 586
その他 144その他 144 議会費 80議会費 80

国庫支出金 407国庫支出金 407
県支出金 276県支出金 276

繰入金 494繰入金 494

村債 736村債 736

その他 964その他 964

歳出の主な項目（目的別）　10 万円以下切捨て  
歳出目的別項目 予算額 対前年比 主な内容

議 会 費 8,000 万円 5.0% 議員報酬や議会運営などの経費です。 
・議員報酬：3,200 万円　など

総 務 費 10 億 800 万円 12.8%
全般的な管理事務、企画、環境、徴税、戸籍、選挙、五輪施設維持管理などに
係る経費です。 
・白馬高校支援事業：1 億 1,600 万円 
・ふるさと納税事業：7,500 万円　　など

民 生 費 10 億 9,600 万円 △ 2.3%
老人福祉、児童福祉、障害者福祉、保育所、介護保険、福祉医療などに係る経
費です。 
・心身障害者福祉事業：1 億 3,800 万円　など

衛 生 費 5 億 8,100 万円 △45.9%
衛生、検診等保健予防、ごみ処理、し尿処理などに係る経費です。 
・保健予防事業：7,100 万円 
・広域ごみ処理施設建設負担金：2 億 4,100 万円　など

農 林 業 費 1 億 9,100 万円 △ 5.2% 農業振興、農業委員会、土地改良、林業、地籍調査などに係る経費です。 
・北城南部地区のほ場整備事業負担金：1,400 万円　など

観光商工費 4 億 7,900 万円 96.0%
観光振興、商工振興に係る経費です。 
・天狗山荘復旧工事：1 億円 
・地方創生推進交付金事業：1 億 2,700 万円　など

土 木 費 11 億 2,100 万円 14.1%
道路関係（新設改良・維持補修）、除雪経費、下水道事業への繰出金などです。 
・村道改良国庫補助事業：2 億円 
・下水道事業特別会計繰出金 3 億 7,000 万円　　など

消 防 費 2 億 1,300 万円 △ 1.2%
消防団、常備消防、防災事業に係る経費です。 
・消防車両更新：2,300 万円 
・備蓄食糧等整備：100 万円　など

教 育 費 5 億 4,800 万円 △51.1% 小・中学校、社会教育、社会体育、教育委員会に係る経費です。 
・給食センター建設事業：6,000 万円　　など

公 債 費 5 億 8,600 万円 14.8% 過去に借入した資金（起債）の償還金（元金 + 利子）です。

歳出の主な項目（性質別）　10 万円以下切捨て
歳出目的別項目 予算額 対前年比 主な内容

人 件 費 9 億 8,200 万円 4.1% 職員、嘱託職員の増などにより増加しています。

物 件 費 8 億 4,300 万円 13.6%
消耗品、光熱水費、委託費、備品購入費など消費的支出です。 
・ふるさと納税返戻品等業務委託：5,900 万円 
・塵芥処理委託料：4,400 万円　　など

維持補修費 3 億 100 万円 1.0%
公共施設の補修、除雪費などの経費です。 
・村道維持補修工事費：2,000 万円 
・除雪委託料：1 億 9,000 万円　など

扶 助 費 3 億 5,200 万円 6.7% 児童、老人、障害者の方々への扶助的経費です。 
・児童手当：1 億 3,200 万円　など

補 助 費 等 12 億 2,300 万円 △ 18.8%
各種補助金、負担金です。 
・白馬山麓環境施設組合負担金（白馬高校支援事業含む）：2 億 2,400 万円 
・広域ごみ処理施設建設負担金：2 億 4,100 万円　　など

普通建設事業費 8 億 5,600 万円 △ 36.9%
道路、学校、福祉施設などの公共用施設の新増設などの建設事業に係る投資的
経費です。 
・南部グラウンド改修工事：1 億 2,500 万円 
・村道、橋梁改良：4 億 200 万円　　など
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　平成 30 年度の特色ある事業を抜粋しました。単位は 10 万円以下を切り捨てています。それぞれの立場の方からいただいたご
要望をすべて事業化したいところですが、限りある予算ですので、より効果があがるように創意工夫のうえ予算計上をしています。

平成30年度の主な事業

平成30年度特別会計の概要平成30年度特別会計の概要
◆国民健康保険事業　１１億２,７００万円
　平成30年度国民健康保険制度改革により、都道府県が財政運営の責任主体とな
ることから、特別会計の予算組みも大きく変わることとなりました。長野県が予算化
する事業もあること等から、前年度に比べ3億1,320万円の減額となります。国保
税率は前年度と変更なく据え置きとし、第２期保健事業実施計画（データヘルス計
画）等により保健事業を推進します。
　保健事業では、引き続き生活習慣病対策のための特定健診と特定保健指導、若年
健診（30歳代対象）を実施し、被保険者の皆さんの健康管理をお手伝いします。今
年度も特定健診は無料とし、休日の検診日も設けていますので、年に1度の大切な
健康チェックの機会として受診くださるようお願いします。

◆下水道事業　９億６２５万円
　本年度は、前年度より１億５，０６４万円の増額
となります。
　主なものは、浄化センターの修繕費として１，
５７１万円を計上し、最終沈澱池汚泥掻寄機、返
送汚泥ポンプ、脱水ケーキコンベア等の修繕を
行います。長寿命化計画に基づく浄化センター
更新工事として２億５００万円を計上し、汚泥脱
水機と監視制御設備の更新を行います。
　また、平成３１年度からの公営企業会計への
移行に向け、固定資産台帳の作成、事務手続き
の支援業務委託料として２，７８６万円を計上し
ました。

◆農業集落排水事業　３９７万円
　農業集落排水は野平地区の処理場と下水道管
の維持管理が主なものです。
　予算の約４５％、１８０万円が起債償還の費用です。

◆水道事業
水道事業は、経営活動に関する予算として「収益的支出」に２億７，２５６万円、施設更
新等に関する予算として「資本的支出」に１億９９０万円を計上しました。
　収益的支出では、二股浄水場の維持管理経費として、沈澱池排泥弁の修理費用、運
転管理等の委託料、計量法の定めによる水道メーターの交換工事費用、料金徴収に
要する費用等の支出を予定しています。
　資本的支出では、村内２地区等での水道管の布設替工事、水源池の取水ポンプ施
設の更新工事等の支出を予定しています。

● 地域おこし協力隊・集落支援員・おためし移住事業
（総務課）　1,000万円
　地域おこし協力隊や集落支援員制度の活用により、地域づ
くりや移住交流、集落支援を行います。また、地域の担い手確
保のため、おためし移住を実施します。

●コミュニティセンター補助（総務課）　2,000万円
　自治総合センターのコミュニティ助成事業を活用し、老朽化し
た公民館の建て替えについて補助します。

●消防車両更新（総務課）　2,300万円
　消防車両更新計画に基づき、本年はポンプ車の更新を行い
ます。

●福祉医療費給付事業（住民課）　4,200万円
　高校卒業までの子どもの医療費について、窓口負担の軽減
を図るため8月診療分から現物給付方式を採用します。(窓口
負担は500円のみ）

●母子保健衛生事業（健康福祉課）　140万円
　妊娠・出産～子育て期に至るまでの切れ目のない母子保健
事業の充実を図るため、産前産後サポートのための訪問支援
や産後健診などを実施します。

●子育て相談支援事業（子育て支援課）　3,900万円
　子育てに関する相談や療育等の切れ目のない支援を実現す
るため、ふれあいセンター内に「子育て世代包括支援セン
ター」を開設し、母子保健コーディネーター等による支援を行
います。

●子ども・子育て支援サービス事業（子育て支援課）　180万円
　子育て家庭に対する支援施策として、子育てガイドブックの
作成と、スマートフォン等を活用した子育て支援アプリ、平日
夜間も利用できる小児科オンラインを導入します。

●グリーン期の自転車環境整備（観光課）　500万円
　グリーン期の新しい観光振興策として、自転車をテーマとした
各種の事業に地域おこし協力隊員を中心に取り組みます。
2020年東京オリンピック事前合宿への立候補や自転車環
境整備に取り組みます。

●新図書館建設事業（生涯学習スポーツ課）　500万円
　新たな図書館建設に向け、図書館施設検討委員会を中心に
検討を進めるとともに、図書館基本構想を策定します。

●ほ場整備事業（農政課）　1,400万円
　農地の生産効率を高めるため、北城南部地区のほ場整備事
業を実施します。平成30年度は、整備範囲境の立ち会いや
実施設計を行う予定です。

●道路の改良や橋の改修（建設課）　4億200万円
　村道の舗装修繕や橋梁の点検・補修、村道改良のための測
量設計などを行います。

●白馬高校支援事業（白馬高校支援係）　1億1,600万円
　地域高校である「白馬高校」をより魅力的な学校になるよう支
援を行います。

●南部グラウンド改修（生涯学習スポーツ課）　1億2,500万円
　住民の方などが安全に利用できるよう、南部グラウンドの全面
改修を行います。

◆後期高齢者医療　　8,930万円
　後期高齢者医療特別会計は前年度より６６０万円の増額です。
　保険料は２年ごとに改正され、平成３０・３１年度の保険料率が変わります。
　平成２９年度より引き続き人間ドックを受診された方は補助金が受けられます。併せて国保同様に白馬村役場で行う集団健診におけ
る特定健診の自己負担額を無料化しております。
　普段から健康づくりを心がけるとともに、ジェネリック医薬品の使用や重複多受診を避けるなど医療費の抑制に努めていただくようお願いします。

平成30年白馬村行政機構図
　平成30年度からの白馬村役場は以下の組織に
編成となります。また、白馬高校支援係が役場1階
から役場隣の白馬村保健福祉ふれあいセンター
３階へ移動しましたのでお知らせします。
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平成30年4月1日　人事異動内示一覧
所属課名 新　任　職　名 氏　　名 前所属課等

総　務　課

企画調整係長 田中　洋介 企画調整係長
政策企画係長 矢口　浩樹 農政課
財政係長 今井　志保 税務課
主査 山岸　大祐 税務課
主査 大塚　敦司 総務課付　白馬山麓事務組合

税　務　課

課長 横川　辰彦 総務課付　白馬山麓事務組合
徴収係長 中村　由加 課税係長
課税係長 太田　和也 課内異動　係長昇格
主査 一井　　剛 観光課
主任 武田　一馬 農政課
主査 山田　康芳 新規採用
主査 加納めぐみ 新規採用
主事 松澤　　洸 新規採用

住　民　課 主事 栗山　大貴 新規採用
健康福祉課 課長 松澤　忠明 生涯学習スポーツ課長

観　光　課
主任 堀米　拓実 上下水道課
総務管理係長 篠﨑　孔一 再任用　観光局派遣

農　政　課
主事 宮澤　里志 税務課
主事 鳥羽遼太郎 新規採用

建　設　課
建設係長 横山　勝典 課内異動　維持管理係長
維持管理係長 堤　　則昭 課内異動　係長昇格
工事係長 田中　敏明 再任用

上下水道課 主査 松沢　健一 新規採用
教育委員会
教　育　課 教育係長 鈴木　広章 教育係長兼子育て支援係長

教育委員会 
子育て支援課

子育て支援係長 松澤　拓哉 総務課
保健師 宮脇　舞子 新規採用

教育委員会 
しろうま保育園

保育士 阿部　由夏 子育て支援課付小谷保育園派遣終了
保育士 太田　優花 新規採用

教育委員会 
生涯学習 

スポーツ課

課長 関口　久人 税務課
生涯学習スポーツ係長 柏原　英司 総務課
主幹 下川　貴彦 健康福祉課付　社会福祉協議会
主査 柏原　正樹 住民課

白馬山麓 
事務組合 白馬高校支援局長 松澤　宏和 生涯学習スポーツ課

平成30年3月31日
退職職員

～お世話になりました～

鳥羽遼太郎

山田康芳

松沢健一

加納めぐみ

宮脇舞子

松澤洸

篠㟢孔一

窪田高枝

小日向純代

森田真由美

田中敏明

太田優花

栗山大貴

平成30年4月1日　新規採用職員～よろしくお願いします～
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白馬村職員事務分担表
村長　下川　正剛　　副村長　太田　文敏　　副村長　藤本　元太　　教育長　平林　豊

区分 課長 係長 職員

総務課 吉田　久夫

下川　浩毅
山岸　大祐
大塚　敦司
原田　瑞希

田中　洋介 渡邉宏太（兼）
鷲澤　友也

矢口　浩樹 渡邉　宏太
今井　志保 飯森可奈子

税務課 横川　辰彦

中村　由加 太田　充彦
加納めぐみ

太田　和也

一井　　剛
武田　一馬
山田　康芳
松澤　　洸

住民課 矢口　俊樹

塩島　広幸 栗山　大貴

遠藤　裕子
大森　倫子
大塚三貴子
尾澤　宗高

健康福祉課 松澤　忠明

太田　雄介 箱山　哲也
内山　明子

工藤　弘美

稲垣まゆき
高橋　美樹
中島由実子
丸山　美和

観光課 横山　秋一 長澤　　肇 堀米　拓実

農政課 太田　洋一

下川　啓一 山岸　大輝
鳥羽遼太郎

伊藤　達男 宮澤　里志
降旗　隆男
太田　俊祉 穂谷　圭祐

建設課 酒井　　洋
田中　敏明
横山　勝典 篠井　太郎
堤　　則昭 横川　健太

上下水道課 山岸　茂幸
横山　廣毅 下川　智之
長澤　秀美 松沢　健一
太田　裕史 廣瀨　昭彦

区分 課長 係長 職員
教育課 田中　克俊 鈴木　広章 降籏　大輔

子育て支援課

田中　克俊
（兼）

松澤　拓哉 田中　元気
子育て相談

支援センター
宮脇　舞子

吉澤八千代 西澤　由美
子育て

支援ルーム 太田　昭子

しろうま
保育園 松澤ひとみ

北條亜紀子
武田　恵理
松澤ひろか
松澤菜津子
藤原　千花
柏原　由美
阿部　由夏
関沢　由香
松澤　允枝
𡈽田　有砂
太田　優花

生涯学習
スポーツ課 関口　久人 柏原　英司

柏原　正樹
下川　貴彦
内川　直人
羽鳥　有貴
南條　真吾

議会事務局 山岸　俊幸 吉沢　美穂
会計室 田中　　哲 太田　千恵

総務課付白馬山麓
事務組合派遣 松澤　宏和

健康福祉課付課長
白馬村社会福祉協議会

派遣
松澤　孝行

観光課付係長
白馬村観光局派遣 篠﨑　孔一

教
育
委
員
会
事
務
局

白
馬
村
消
防
団・出
初
式

白
馬
村
消
防
団
の
分
団
役
員
が
改
選
さ
れ
、団
長
に
切
久
保
達
也
氏
、副
団

長
に
吉
川　
玲
氏
、統
括
分
団
長
に
武
田　
望
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
２
年

間
消
防
・
防
災
の
第
一
線
で
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、消
防
団
の
活
動
に
は
地
域
、職
場
、ご
家
族
の
深
い
ご
理
解
と
温
か

い
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
引
き
続
き
、並
々
な
ら
ぬ
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

出
初
式
の
お
知
ら
せ

4
月
29
日（
祝
）午
前
10
時
か
ら
ウ
イ
ン
グ
21
に
お
い
て
出
初
式
が
、午
前
11

時
40
分
頃
か
ら
県
道
白
馬
岳
線（
八
十
二
銀
行
前
）に
お
い
て
分
列
行
進
が
行

わ
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
観
覧
で
き
ま
す
の
で
、是
非
お
出
掛
け
下
さ
い
。

こ
の
分
列
行
進
に
併
せ
て
午
後
11
時
頃
か
ら
正
午
頃
ま
で
、県
道
白
馬
岳
線

（
白
馬
駅
前
交
差
点

‐

六
十
刈
体
育
館
信
号
）は
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
大

変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、同
日
の
朝
7
時
に
は
非
常
呼
集
訓
練
を
実
施
す
る
た
め
、サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
ま
す
。
訓
練
で
す
の
で
、お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

平成30年度白馬村消防団役員名簿
分団 役職 氏名 地区

本部
団長 切久保達也 切久保

副団長 𠮷川　　玲 飯　森
統括分団長 武田　　望 深　空

南部分団

分団長 白河　大輔 飯　森

副分団長
柏原　芳史 三日市場
宮田　浩一 飯　田
篠崎　慎也 沢　渡

中部分団

分団長 佐々木寛介 みそら野

副分団長
松田　　圭 白馬町
横山　秀和 八方口
福島　直人 大　出

北部分団

分団長 横沢　正史 新　田

副分団長
奥村　瑞樹 みそら野
太田　健二 森　上
古瀬　和哉 塩　島

7



中
信
地
域
町
村
交
通
災
害
共
済

　　お問合せ　白馬村役場　総務課　電話 :72-7002
中信地域町村交通災害共済事務組合　電話 :62-6318

白
馬
村
で
は
住
民
の
方
を
公
費
加
入
し
て
い
ま
す
！

交
通
災
害
共
済
と
は

毎
日
起
き
る
交
通
事
故
は
、い
つ
あ
な
た
や
ご
家
族
の
身
に

降
り
か
か
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
交
通
事
故
に
遭
わ

れ
た
方
を
救
済
す
る
た
め
に
、皆
さ
ん
と
町
村
が
一
体
と
な
っ

て
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
が
こ
の
交
通
災
害

共
済
制
度
で
す
。

◇
死
亡
見
舞
金
２
０
０
万
円
又
は
１
０
０
万
円　

　
入
院
１
日
２
，０
０
０
円　
通
院
１
日
１
，０
０
０
円

　
入
院
で
も
通
院
で
も
２
日
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
障
害
者
見
舞
金　
１・
２
級
80
万
円　
３
級
60
万
円

◇
基
礎
見
舞
金　
状
況
に
よ
り
２
５
，０
０
０
円
～

　
１
５
，０
０
０
円

　共
済
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る
事
故

日
本
国
内
の
道
路
上
に
お
い
て
運
行
中
の
自
動
車
・
バ
イ
ク
・

ト
ラ
ク
タ
ー
・
自
転
車
・
電
動
カ
ー
ト
・
電
車
等
に
乗
っ
て
い
て

衝
突
、転
落
な
ど
に
よ
る
事
故
、歩
行
中
こ
れ
ら
の
車
に
よ
っ

て
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、そ
の
事
故
の
内
容
に
よ
っ
て
右
記
の

見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、身
体
障
が
い
者
の
方
で
歩

行
困
難
の
た
め
、車
い
す（
電
動
を
含
む
）を
使
用
中
に
道
路

上
で
転
倒
な
ど
し
た
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

見
舞
金
の
請
求
に
つ
い
て（
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
場
合
）

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、で
き
る
だ
け
お
早
目
に
白

馬
村
役
場
総
務
課
ま
で
事
故
の
報
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
共

済
見
舞
金
請
求
に
係
る
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
29
年
度
下
半
期
の
村
長
交
際
費
支
出
内
訳
を
公
表
し
ま
す
。

交
際
費
と
は
、地
方
自
治
体
法
に
規
定
さ
れ
た
歳
出
予
算
区
分
の
ひ
と
つ
で
、村
政
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、村
長
が
村
を
代
表
し
て
外
部
と
交
際
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費
で
す
。

公
表
す
る
内
容
は
、支
出
日
・
摘
要
・
金
額
で
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
個
人
氏
名
は
差
し
控
え
て
い
ま
す
。

支出日 摘     要 金額
10 月 7 日 小林實氏感謝の会　会費 10,000

10 月 11 日 白馬五竜そば祭り　御祝酒 4,450
10 月 12 日 第 8 回全国源流サミット　懇親会費 8,500
10 月 14 日 白馬八方尾根　日本酒造りプロジェクト　参加費 2,500
10 月 15 日 長野県母親大会　協賛金 5,000
10 月 17 日 長野県町村会第 25 回定期総会・町村長情報交換会　会費 3,000
10 月 19 日 「福島の子ども達・信州ですごす夏」川勝氏との懇談会　粗酒 4,320
10 月 29 日 白馬猟友会総会　御祝酒 4,320
11 月 12 日 雪乞い祈願　奉献酒 4,375
11 月 17 日 八方「山の講」奉献酒 4,375
11 月 19 日 山案内人組合「山に眠る人々」法要・「山の講」奉献酒 4,375
11 月 10 日 早起き野球白馬リーグ納会・表彰式　祝儀 5,000
11 月 21 日 姫川流域行政経済会議　会費 5,000
11 月 28 日 全国治水砂防促進大会　懇談会会費 4,000
12 月 10 日 白馬村マレットゴルフ協会総会　祝儀 5,000
12 月 18 日 告別式　香典・生花 17,500
12 月 18 日 白馬バレーと河北省張家口市　覚書締結式・歓迎会　会費 4,000

1 月 1 日 白馬駅前新年を祝う会　振舞酒 7,600
1 月 12 日 大北医師会新年会　会費 10,000
1 月 13 日 大北歯科医師会新年会　会費 10,000
1 月 13 日 白馬町どんど焼き　奉献酒 2,000
1 月 14 日 内山地区新年会　御祝酒 2,000
1 月 16 日 長野県日中友好協会新年会　会費 4,000
1 月 20 日 告別式　香典 5,000
1 月 25 日 レッヒ観光局長との懇親会　会費 12,742

2 月 5 日 平昌オリンピック出場選手激励金として 280,000
2 月 9 日 白馬建設業組合新年会　会費 5,000

2 月 14 日 松本砂防事務所工事安全対策協議会・意見交換会　参加費 5,000
2 月 23 日 告別式　香典 10,000

3 月 1 日 第 71 回八方尾根リーゼンスラローム大会　協賛金 50,000
3 月 2 日 平昌パラリンピック出場選手激励金として 70,000
3 月 2 日 叙勲記念祝賀会　会費 7,000

3 月 15 日 立の間竣工式　祝酒 4,000
3 月 21 日 ニセコロータリークラブ、観光協会　懇親会　会費 10,000
3 月 27 日 白馬ロータリークラブ　交換学生スキーの集い懇親会　会費 16,000
3 月 31 日 柳沢京子出版記念パーティー　会費 15,000
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平
成
30
年
度 

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た

お
問
合
せ
　
白
馬
村
役
場
　
総
務
課
　
電
話
：
8
5-

0
7
1
2

▼
固
定
資
産
税
と
は

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
に
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
が
、そ
の
固
定

資
産
の
価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
た
額
を
納
め
る

税
金
で
す
。

固
定
資
産
税
は
村
税
収
入
の
約
7
割
を
占
め
、

基
礎
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
期
限
内
の
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
納
期

第
1
期
：
4
月
25
日 

/ 

第
2
期
：
7
月
25
日 
/ 

　
第
3
期
：
12
月
25
日 

/ 

第
4
期
：
2
月
25
日

▼
課
税
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

今
年
度
は
3
年
毎
に
価
格
を
見
直
す
評
価
替
え

の
年
で
す
。

納
税
通
知
書
に
は
年
税
額
、各
納
期
の
納
付
額
、

納
付
場
所
、納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
付
し
な
か
っ

た
場
合
の
措
置
や
納
税
通
知
書
の
内
容
に
不
服
が

あ
る
場
合
の
審
査
請
求
等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

課
税
明
細
書
に
は
、所
有
さ
れ
て
い
る
固
定
資

産
の
所
在
、地
目
、地
積
、種
類
、構
造
、階
層
、課

税
標
準
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
載
内

容
を
お
読
み
い
た
だ
き
、課
税
内
容
に
誤
り
が
な

い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

納
期
限
の
日
に
指
定
口
座
か
ら
自
動
で
引
き
落

と
さ
れ
る
た
め
払
い
忘
れ
る
こ
と
が
な
く
、金
融

機
関
へ
行
く
手
間
も
現
金
を
持
ち
歩
く
心
配
も
な

く
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
を
利
用
で
き
る
金
融
機
関
は
、

八
十
二
銀
行
・
長
野
銀
行
・
松
本
信
用
金
庫
の
各
支

店
、大
北
農
協
の
本
支
所
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便

局
）で
す
。
お
申
し
込
み
は
、各
金
融
機
関
窓
口
も

し
く
は
白
馬
村
役
場
税
務
課
に
あ
る
口
座
振
替
依

頼
書（
郵
便
局
の
場
合
は
自
動
払
込
利
用
申
込
書
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、口
座
の
届
出
印
を
押
印

の
う
え
、各
金
融
機
関
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※ 

振
替
日
前
日
ま
で
に
口
座
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

※ 

口
座
振
替
は
、納
税
義
務
者
ご
と
に
契
約
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、共
有
名
義
等
で
課
税
さ

れ
て
い
る
場
合
に
は
、個
人
名
の
契
約
と
は
別

に
依
頼
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

課
税
さ
れ
る
名
義
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
に
は

再
度
依
頼
書
を
ご
提
出
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
納
税
義
務
者
が
亡
く
な
っ
た
ら

遺
産
分
割
協
議
や
遺
言
な
ど
に
よ
り
、特
定
の

相
続
人
に
所
有
権
が
移
転
し
た
場
合
は
、不
動
産

登
記
簿
の
所
有
者
を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。
所
有

者
の
変
更
に
は
、所
有
権
移
転
登
記
が
必
要
で
す

の
で
、詳
し
く
は
法
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

事
情
に
よ
り
移
転
登
記
を
行
わ
な
い
場
合
や
未

登
記
家
屋
の
場
合
は
、遺
産
分
割
協
議
書
等
を
添

付
し
た
変
更
届
を
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

相
続
登
記
を
し
な
い
ま
ま
に
す
る
と
、相
続
人

が
増
え
て
登
記
手
続
き
が
困
難
に
な
り
、売
買
等

の
手
続
き
が
行
え
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
自
身
の
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、速
や
か
に
相

続
登
記
を
し
ま
し
ょ
う
。

 村
税・料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

自
動
車
税
の
納
付

方
法
に
つ
い
て

 

お
問
合
せ

	

白
馬
村
役
場
税
務
課	

電
話
：
8
5-

0
7
1
2

	

上
下
水
道
課	

電
話
：
8
5-

0
7
1
4

4
25 水

納付方法・納付場所
表中の納付方法及び納付場所で

お支払いができます。
固定資産税 上下水道料金

現金払
（金融機関及び役場会計室） ○ ○

現金払
（コンビニエンスストア） - ○

口座振替 ○ ○
クレジットカード
インターネット決済 ○ -

 　
4
月 

納
期
の
村
税
及
び
料
金

	

固
定
資
産
税	

第
1
期

	

上
下
水
道
料
金	

4
月
請
求
分

納期限及び
口座振替日

　
今
年
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・

ペ
イ
ジ
ー
で
の
納
付
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

納付方法

窓　口 クレジットカード ペイジー（Pay-easy）
金融機関、長野県及び新潟
県内の郵便局、コンビニエ
ンスストア、長野県の県税
事務所で納付することがで
きます。

インターネットサイト
「Yahoo ！公金支払」から
納付することができます。

インターネットバンキング、モ
バイルバンキング及びＡＴＭを
利用して納付することができま
す。

納付時の領収書・
納税証明書の発行 あり

なし なし
納付後すぐに車検を受けるとき、領収書・納税証明書が必要
なときは、窓口で納付してください。

ご注意ください
コンビニエンスストアでの
納付は使用期限があります。

（使用期限は、収入済通知書
に記載してあります。）

税額の他に決済手数料がか
かります。

インターネットでの納付手続き
には、事前に金融機関への利用
申し込みが必要です。

車検用納税証明書
について

車検を受ける際は、運輸支局等で自動車税の納付確認が可能となっていますので、納税証明
書の提示が省略できるようになりました。
ただし、納付確認ができるまで、納付後最短で５日、最長で４週間程度かかります。
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平
成
29
年
度
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業

ヤ
フ
ー
白
馬
ベ
ー
ス
を
テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
と
し
て
整
備
し
ま
し
た

総
務
省
は
、地
方
で
も
都
市
部
と
同
じ
よ
う

に
働
け
る
環
境
を
実
現
し
、人
や
仕
事
の
地

方
へ
の
流
れ
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に「
ふ

る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業
」と
し
て
、地

方
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
・
テ
レ
ワ
ー
ク
環

境
整
備
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

白
馬
村
で
は
、
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

る
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
・
Ｓ
Ｂ
ド
ラ
イ
ブ
株
式
会

社
、長
野
県
と
４
者
で「
白
馬
村
ふ
る
さ
と
テ

レ
ワ
ー
ク
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を
結
成
し
、平

成
29
年
度
の
当
該
事
業
に
応
募
し
て
採
択
さ

れ
、研
修
施
設
と
し
て
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
に
賃

貸
し
て
い
る「
ヤ
フ
ー
白
馬
ベ
ー
ス（
旧
ノ
ル

ウ
ェ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
）」を
テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
と

し
て
整
備
し
ま
し
た
。

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
は
、平
日
の
９
時
か
ら
19
時
ま
で
、

空
い
て
い
れ
ば
ど
な
た
で
も
無
料
で
ご
利
用

い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

＊ 

時
間
外
の
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

村
内
外
の
人
々
の
交
流
に
よ
る
新
た
な
事

業
創
出
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、多

く
の
方
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
拠
点
の
整
備
に
関
す
る
こ
と

　
白
馬
村
役
場　
総
務
課　
企
画
係

　
（
０
２
６
１

｜

７
２

｜

７
０
０
２
）

・
施
設
の
利
用
に
関
す
る
こ
と

　
ヤ
フ
ー
白
馬
ベ
ー
ス

　
（
０
２
６
１

｜

８
５

｜

２
３
４
０
）

■
事
業
の
概
要

・
整
備
内
容

　

 

オ
フ
ィ
ス
什
器
、照
明
・
空
調
工
事
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
工
事
等

・
事
業
費

　
７
５
５
万
９
７
３
１
円

　

 （
補
助
率
１
０
０
％
の
た
め
全
額
国
の
補
助
金
）

■
整
備
拠
点
の
活
用

○
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

整備拠点のヤフー白馬ベース。（白馬ジャンプ競技場東
側の旧ノルウェービレッジ）

ヤフー株式会社の白馬オフィスとして社員が常駐し、
施設全体の管理も行います。

大型のスクリーンとプロジェクターも備え、
60名程度までのイベントにも対応可能です。
※�貸切使用をご希望される方は事前にご予約くだ
さい。

Wi-Fi環境や電源を備え、デスクワークなど
にご利用いただくことができます。

個室で対面の打合せやWebミーティン
グを行うことが可能です。

＊
テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
…

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、場

所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ
ず
に
働
く
こ
と
を
指
し
ま

す
。
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
、ワ
ー
ク・
ラ
イ
フ・
バ

ラ
ン
ス
の
向
上
、地
域
活
性
化
等
に
貢
献
し
、地
方

創
生
や
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
ま
す
。

＊
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
は
…

様
々
な
業
種
・
年
齢
の
人
々
が
集
ま
り
、仕
事

を
し
た
り
、ノ
ウ
ハ
ウ
や
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
た

り
、協
働
す
る
場
所
を
指
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
や
利
用
者
同
士
の
交
流
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
重
点
を
置
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

○
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

○
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
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白
馬

耳
目白

馬
村
へ
移
住
し
て
１
年
6
ヶ
月
。
そ
し
て
集
落
支
援

員
と
い
う
仕
事
に
就
い
て
10
ヶ
月
が
過
ぎ
た
。
日
々
村
内

を
歩
き
、西
側
に
連
な
る
白
馬
連
山
を
仰
ぎ
見
る
。
折
に

触
れ
村
の
人
た
ち
と
郷
土
の
話
を
す
る
。
悠
久
の
大
自
然
、

人
知
の
集
落
、そ
こ
に
生
き
る
人
々
。
白
馬
村
の
魅
力
は

無
限
大
だ
。

30
年
以
上
出
版
編
集
記
者
を
続
け
て
い
る
と
、職
業
柄

自
分
が
暮
ら
す
環
境
や
社
会
を「
メ
デ
ィ
ア
」と
い
う
視

点
で
捉
え
て
し
ま
う
。
地
域
が
有
す
る
情
報
発
信
力
を
計

ろ
う
と
す
る
。
僕
が
言
う
情
報
と
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど

で
は
な
い
。
自
然
・
街
・
人
が
宿
す
象
徴
的
か
つ
潜
在
的
な

力
を
意
味
す
る
。
白
馬
村
と
い
う
中
心
点
か
ら
周
辺
地
域

―
長
野
県
―
日
本
全
国
―
ひ
い
て
は
世
界
へ
と
幾
重
に
広

が
る
魅
力
の
波
紋
。
今
ま
で
数
多
く
の
国
を
訪
問
し
様
々

な
取
材
を
経
て
見
聞
き
し
た
中
で
も
白
馬
村
ほ
ど
強
力
な

情
報
発
信
力
を
秘
め
た
地
域
は
な
か
っ
た
。

こ
の
村
に
思
い
を
寄
せ
る
熱
量
が
増
え
る
に
つ
れ
正

比
例
す
る
よ
う
に
想
い
が
湧
き
あ
が
る
。
そ
れ
は「
白
馬

全
村
メ
デ
ィ
ア
化
」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン（
展
望
）。
こ
れ
は

P
R
専
門
企
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。
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。
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落
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落
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介
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落
や
個
人
が

縁
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さ
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。
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デ
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」す
る
な
ど
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に
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い

世
界
の
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と
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る
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れ
な
い
。
し
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し

昨
今
、た
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た
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枚
の
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、わ
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か
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つ
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中
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さ
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。

（
集
落
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／
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。
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落
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落
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績
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図
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落
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。
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落
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落
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携
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５
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落
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題
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９
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落
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催
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落
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築
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迎
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所
存
で
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集
落
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援
員
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佐
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志
・
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藤
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）
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新
校給食センター    建設　始　　 学 の が まります

し

平成 31 年 4 月 本格稼働！

白馬村教育委員会事務局　教育課

　現在、白馬村の学校給食は白馬南小学校給食調理場と白馬村学校給食共同調理場で調理が行われて

います。

　しかし、供用開始からそれぞれ 26 年、34 年と長期間を経過し、双方ともに現行の衛生基準に合致

しない部分が散見されるようになったことから、平成 26 年度より学校をはじめ、保護者、地域の皆

さんと運用方式の比較検討など様々な角度から給食施設を調査研究・議論をする中で、子供たちの安

全で健やかな成長に資することのできる白馬村らしい「白馬村食育基本計画」に即した地域全体での

食育推進を図ることもできる学校給食施設の建設を進めています。

い

新給食センターの特徴
ドライ
システム

調理エリアの
明確な区分

白馬中学校と
接続

鉄骨造による

積雪対策

　水が飛散しにくい構造の調理機器や床面に速乾性のある素材を使用す
ることで施設内の乾燥状態を保ち、雑菌の繁殖を防ぎます。

　食材の下処理区域や食器の洗浄区域は、実際に食材を調理する区域と
明確に仕切られています。調理員が調理する区域に入るには、着替え、
手洗い等が必要なため、構造的に外部からの細菌の流入、飛散を防ぐこ
とができる安全、安心な施設です。

　白馬中学校と接続することで、中学生と調理員お互いが顔の見える
環境で調理、喫食ができ、今以上の食育環境に期待ができます。また、
小学校の食育担当として栄養教諭を配置することで配送校となる両小
学校でも定期的な食育指導を実施します。

　鉄骨造平屋建の施設として建設し、屋根勾配を敢えて緩勾配とするこ
とで積雪にも十分に耐えることができ、屋根からの落雪もないため搬入
車や冬季の施設周辺における安全にも配慮しています。

新給食センターの計画概要

建設場所

敷地面積
延床面積
構　　造
調理能力

食育施設
設　　計
施　　工

白馬村北城 2170 他
（白馬中学校西側）

約 5,700 ㎡
1,065.85 ㎡
鉄骨造平屋建

通常 750 食 / 日
（最大 850 食 / 日）

配膳室隣接の見学通路
株式会社 県設計
北野・相模・宮尾特定 JV

（松本市）

（代表者住所 松本市）

国道 148 号

塩の道

至 大町 至 小谷

白 馬 中
学

校

新給食センター

このエリアは事務室、会議室、職員
休憩室、倉庫などの管理部門です。

こちらの廊下部分は見学通路を兼ねており、回転釜のある調理
室やアレルギー調理室、和え物室などを調理員と同じ目線で見
学することが出来ます。

中学校と渡り廊下で接続された新給食セ
ンターでは、中学生がこの配膳室に毎日
給食を取りに来る際、栄養教諭が給食　
　　指導を行うことを考えています。

新給食センターでは可能な限り子どもたちのアレ
ルギーに対応できるよう、独立したアレルギー調
理室を設けました。

独立した和え物室では加熱した食材を短時間で冷却する機器を備え、
衛生的にサラダや和え物が調理でき、パススルー冷蔵庫をコンテナ
プールとの間に設置することで、「冷たいものは冷たく」提供するこ
とが可能です。

検収

米･パン･麺

肉・魚

野菜

肉・魚下処理

野菜下処理

加熱調理･配缶

米飯

配送

配膳

回収

下膳

　野菜類と魚肉類はそれぞ
れ別々の入口から受け入れ、
検収を行います。

保管

洗浄

H30.4 H31.2H31.1H30.12

●建設工事に関する大まかなスケジュール

H30.11H30.8 H31.4

本体工事着工 建方
本体工事終了

（引っ越し準備） 小学校改修着工 小学校改修終了 仮稼働開始 本稼働開始

　詳細な工程は設計･施工者と打ち合わせをしながら進めて参りますが、現時点での
計画は以下のとおりです。この計画だと、今年の年末年始頃に 1 ヶ月程度給食の提供
ができない期間が生じる可能性がありますが、そうなった場合でも可能な限りご家庭
への負担がないよう、臨時的な弁当形式の配達型給食での対応を考えております。
　また本稼働開始に伴って、学校職員の軽減負担と給食費会計の透明性確保という観
点から、現在は各学校で徴収事務を行っている給食費を公会計化し、村が賦課徴収を
行えるよう保護者のみなさんをはじめ、行政、議会を含めて検討を進めたいと考えて
おります。

共同調理場所長
（教育課長）

田中 克俊

白馬村長

下川 正剛

新しい給食センターに向けて

　白馬村の給食センターについては既にご承知のとおり現在の給食調理施設が老朽化する中で国の示
す衛生基準に満たない部分が多く見られ、子ども達に安心で安全な給食を提供することに一抹の不安
を抱えておりましたことから、本村の新しい学校給食の拠点施設として、衛生管理基準の徹底と安全・
安心でおいしく栄養バランスを考慮した学校給食の提供や食育の推進を図るとともに、家庭、学校、
地域などに給食情報等を発信するなどし、よりよい給食と食生活改善などに寄与することを目的とし
て、白馬村学校給食センター（仮称）の建設に着工いたします。

　新給食センターは、村の食育拠点としても位置付け、児童生徒は施設を直接見学することで食への
感謝の念を育み、保護者や村民の皆様にも、施設の見学や給食の試食を通して、学校給食の啓発並び
に食の重要性を認識し、理解を深めていただく活動を推進します。また、地場産物を使用することで、
食に関する指導の「生きた教材」として活用し、児童生徒がより身近に、地域の自然や食文化、食料
の生産や流通等に関する理解を深めます。
　今後もスタッフ一同、調理技術の向上、衛生管理に努めてまいりますので、皆様の温かいご支援とご協
力をお願いします。
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14

こ
ん
に
ち
は
。
白
馬
に
も
春
が
来
て
一

気
に
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

３
月
は
、議
会
で
主
に
来
年
度
の
予
算

案
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
無
事
、予
算
案
は
認
め
ら
れ
、こ
れ

で
新
年
度
に
各
種
施
策
を
実
行
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
重
点
施
策
に
つ
い
て

は
、別
途
広
報
等
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
が
、私
か
ら
も
い
く
つ
か
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
各
種
子
育
て
施
策
の
実
施

冬
季
を
中
心
に
、保
育
園
の
定
員
が
一

杯
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状
を
受
け
、

保
育
園
を
一
部
改
築
し
、定
員
を
増
や
し

ま
す
。
ま
た
、妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に

わ
た
る
ま
で
、妊
産
婦
、子
育
て
家
庭
へ

の
支
援
を
行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
と

し
て
、子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
す
。
さ
ら
に
、親
御
さ
ん
が

子
ど
も
の
健
康
状
況
を
記
録
し
、夜
間
で

も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
小
児
科
医
に
相
談
が

で
き
る
よ
う
、子
育
て
支
援
ア
プ
リ
を
村

と
し
て
導
入
し
ま
す
。

②
公
共
交
通
の
見
直
し

現
在
、村
で
は
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行

し
て
い
ま
す
が
、乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行

開
始
か
ら
約
10
年
が
経
過
し
、高
齢
化
が

さ
ら
に
進
行
す
る
中
で
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
を
求
め
る
声
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、観
光
客
の
方
々
か
ら
は
、村
内
交

通
の
不
便
さ
が
一
番
の
問
題
点
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

住
民
、観
光
客
の
皆
さ
ん
に
満
足
頂
け
る

公
共
交
通
に
つ
い
て
、本
格
的
な
検
討
を

行
い
ま
す
。

③
新
図
書
館
の
基
本
構
想
策
定

村
で
は
、平
成
34
年
度
の
建
設
を
目
指

し
、新
図
書
館
の
建
設
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
新
図
書
館
が
住
民
の
皆

さ
ん
の
憩
い
の
場
と
な
る
た
め
に
は
、色
々

な
意
見
を
聞
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
こ
れ
ま
で
も
、住
民
の
方
々
を
交
え

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
が
、

新
年
度
は
、引
き
続
き
住
民
の
方
々
の
意

見
を
お
聞
き
し
、新
図
書
館
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
と
な
る
基
本
構
想
を
策
定
し

ま
す
。

ま
た
、３
月
末
に
、白
馬
ジ
ャ
ン
プ
競

技
場
前
の
旧
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
を

改
装
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
都
会
の
企
業
の
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、

住
民
の
方
々
が
集
ま
っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク

を
行
う
場
所
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

3
月
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
公
営

塾「
し
ろ
う
ま
學
舎
」の
講
師
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
齊
藤
夏
海（
さ
い
と
う
な
つ
み
）で
す
。
東

京
で
生
ま
れ
育
ち
、大
学
卒
業
後
は
製
造
業
の

企
業
に
3
年
ほ
ど
勤
務
し
ま
し
た
。

教
育
を
通
し
た
地
域
活
性
化
に
魅
力
を
感
じ
、

し
ろ
う
ま
學
舎
の
講
師
に
応
募
し
ま
し
た
。
高

校
生
が
今
後
や
り
た
い
こ
と
を
探
し
叶
え
て
い

く
た
め
に
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、高
校
生
と
近
い
距
離
で
一
緒
に
考
え

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
、も
と
も
と
里
山
地
域
の
生
活
や
自

然
環
境
、ス
キ
ー
や
登
山
を
含
め
た
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
好
き
で
、昔
か
ら
白
馬

は
憧
れ
の
地
で
し
た
。

好
き
な
も
の
に
囲
ま
れ
た
環
境
の
中
で
ど
ん

な
毎
日
に
な
る
か
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

白
馬
で
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
な
に
か
と
お
世
話
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
が
、ど
う
ぞ
お
付
き
合
い
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
中
で
、道
路
、

農
地
、公
害
、登
記
、福
祉
な
ど
の
行
政
が

行
う
業
務
に
対
し
、疑
問
や
要
望
、お
困

り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

直
接
は
言
い
に
く
い
、
こ
う
い
っ
た

様
々
な
ご
意
見
・
ご
要
望
に
対
し
て
相
談

委
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
秘

密
厳
守
・
無
料
・
予
約
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

白
馬
村
の
行
政
相
談
員
は
、横
川
勝
男

さ
ん（
飯
田
）　
で
す
。

〈
行
政
相
談
日
〉

平
成
30
年
4
月
10
日（
火
曜
日
）

平
成
30
年
6
月
12
日（
火
曜
日
）

平
成
30
年
8
月
7
日（
火
曜
日
）

平
成
30
年
10
月
16
日（
火
曜
日
）

平
成
30
年
12
月
11
日（
火
曜
日
）

平
成
31
年
2
月
12
日（
火
曜
日
）

〈
開
催
時
間
〉

午
後
1
時
〜
午
後
4
時
ま
で

〈
開
催
場
所
〉

白
馬
村
役
場
2
階
　
庁
議
室

※�

開
催
日
に
よ
っ
て
開
催
場
所
が
変

更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

藤
本
元
太
白
馬
を
走
る
！
№
7

し
ろ
う
ま
學
舎
講
師

就
任
の
あ
い
さ
つ

平
成
30
年
度

行
政
相
談
の
ご
案
内

オープンしたテレワークオフィス

はくば4月.indd   14 H30/04/09   9:06
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区　分
可　燃 不燃（金属類） 事業系

（可燃）

大　袋 中　袋 小　袋 大　袋 中　袋 小　袋 大　袋

容量（ℓ） 45 30 20 45 30 20 45

参考価格 495円 344円 253円 545円 375円 275円 795円

・新しい指定ごみ袋の種類

※指定ごみ袋は、10枚1組となります。

平
成
30
年
7
月
末
を
も
っ
て
、白
馬
山
麓
清

掃
セ
ン
タ
ー
は
燃
え
る
ご
み
の
受
入
れ
を
停
止

し
、燃
え
る
ご
み
の
焼
却
は
、大
町
市
源
汲
の

新
ご
み
焼
却
施
設（
北
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
）

で
行
い
ま
す
。
ま
た
、平
成
30
年
8
月
よ
り
、新

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー（
現
白
馬
山
麓
清
掃
セ

ン
タ
ー
）で
は
、空
き
ス
ペ
ー
ス
を
使
い
、燃
え

る
ご
み（
パ
ッ
カ
ー
車
積
替
え
方
式
）・
燃
え
な

い
ご
み
・
資
源
ご
み
の
受
入
れ
を
行
い
ま
す
。

ご
み
処
理
広
域
化
へ
の
移
行
に
伴
い
、次
の

と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
、ご
み
袋
が
変
わ
り
ま
す
。

平
成
30
年
8
月
よ
り
、白
馬
村
指
定
ご
み
袋

及
び
白
馬
山
麓
清
掃
セ
ン
タ
ー
指
定
ご
み
袋
か

ら
、北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
新
た
に
製
作
す

る
指
定
ご
み
袋
に
統
一
さ
れ
、販
売
を
開
始
し

ま
す
。

新
し
い
ご
み
袋
は
下
記
の
と
お
り
7
種
類
と

な
り
ま
す
が
、販
売
店
に
つ
き
ま
し
て
は
、決

ま
り
次
第
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、現
在
お
使
い
の
白
馬
村
指
定
ご
み
袋

及
び
白
馬
山
麓
清
掃
セ
ン
タ
ー
指
定
ご
み
袋
が

余
っ
た
場
合
、8
月
以
降
も
引
き
続
き
2
年
間

（
平
成
32
年
7
月
31
日
ま
で
）は
使
用
可
能
で
す
。

な
お
、平
成
30
年
8
月
よ
り
、宿
泊
施
設
・
店

舗
等
の
事
業
活
動
に
伴
い
出
る
燃
え
る
ご
み
は

事
業
系
指
定
ご
み
袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

（
地
区
集
積
場
・
白
馬
山
麓
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

2
、�地
区
集
積
場
へ
の
ご
み
出
し
ル
ー
ル
に

つ
い
て

①�

平
成
30
年
4
月
よ
り
、燃
え
な
い

ご
み
の
う
ち「
ガ
ラ
ス
く
ず
・
陶
磁
器
く
ず
」

は
透
明
な
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、絶
対
に「
び
ん
類
」を
混
入
さ
せ

な
い
で
く
だ
さ
い
。「
び
ん
類
」は
リ
サ
イ

ク
ル
物
で
す
。出
し
方
を
守
り
、必
ず
リ

サ
イ
ク
ル
物
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
す
ご
み
の
種
類

は
、燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み
の
う

ち「
金
属
類
」の
2
種
類
の
み
と
な
り
ま

す
。

②�

一
度
に
大
量
の
ご
み
袋
が
出
さ
れ
、集
積

場
の
管
理
や
収
集
運
搬
に
支
障
が
出
た
場

合
は
、ご
み
袋
の
数
量
を
制
限
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

3
、�平
成
30
年
8
月
か
ら
の
新
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー（
現
白
馬
山
麓
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

で
の
受
入
れ
に
つ
い
て

①�
燃
え
る
ご
み
は
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
指

定
ご
み
袋
に
入
れ
、待
機
パ
ッ
カ
ー
車
に

積
み
替
え
る
方
法
と
な
り
ま
す
。

②�

燃
え
な
い
ご
み
の
う
ち「
金
属
類
」は
北

ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
、

コ
ン
テ
ナ
に
積
み
替
え
る
方
法
と
な
り
ま

す
。

③�

燃
え
な
い
ご
み
の
う
ち「
ガ
ラ
ス
く
ず
・

陶
磁
器
く
ず
」と
リ
サ
イ
ク
ル
物
は
、品

目
ご
と
の
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
い
た
だ
き

ま
す
。1
つ
か
ら
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、引
き
続
き
分
別
の
徹
底
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

④�

一
度
に
大
量
の
ご
み
袋
が
出
さ
れ
、待
機

パ
ッ
カ
ー
車
で
の
収
集
運
搬
に
支
障
が
出

た
場
合
は
、ご
み
袋
の
数
量
を
制
限
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

4
、�事
業
系
一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て

宿
泊
施
設
・
店
舗
な
ど
の
事
業
者
か
ら
出

さ
れ
る
ご
み（
事
業
系
一
般
廃
棄
物
）は
、自

己
の
責
任
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
が
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、収
集
運

搬
業
者
へ
の
委
託
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　住民課環境衛生係　電話：85-0715（直通）

ご
み
の
広
域
処
理
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

はくば4月.indd   15 H30/04/09   9:06
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
も
、

個
人
情
報
は
漏
れ
な
い
の
？

☑ 

IC
チ
ッ
プ
に
は
、税
や
年
金
な
ど
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
性
の
高
い
個
人
情
報
は
記
録
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

☑ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
も
カ
ー

ド
内
の
個
人
情
報
が
増
え
て
い
き
ま
せ
ん
。

☑ 

個
人
情
報
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
っ

て
１
か
所
に
集
め
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
で
分
割
管

理
さ
れ
、法
令
で
定
め
ら
れ
た
場
合
に
限
り

情
報
を
や
り
取
り
す
る
た
め
、万
が
一
情
報

が
漏
れ
て
し
ま
っ
て
も
、芋
づ
る
式
に
個
人

情
報
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、悪
用
さ
れ
な

い
の
？

☑ 

顔
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
で
な
り
す
ま
し
を

防
止
し
て
い
ま
す
。

☑ 

IC
チ
ッ
プ
は
設
定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
が
な

け
れ
ば
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

☑�

不
正
に
読
み
出
そ
う
と
す
る
と
、IC
チ
ッ
プ

自
身
が
壊
れ
る
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

☑ 

偽
造
が
で
き
な
い
よ
う
に
、カ
ー
ド
の
券
面

に
複
雑
な
模
様
な
ど
を
施
し
て
い
ま
す
。

も
し
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
な
く
し

ち
ゃ
っ
た
ら
？

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」の
紛
失
・
盗
難
に

よ
る
カ
ー
ド
の
一
時
利
用
停
止
に
つ
い
て
は
、

24
時
間
3
6
5
日
対
応
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
執
行
の
選
挙
日
程
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
白
馬
村
長
選
挙

　
任
期
満
了
：
平
成
30
年
　
8
月
6
日（
月
曜
日
）

　
選
挙
期
日
：
平
成
30
年
　
8
月
5
日（
日
曜
日
）

　
告
示
日
：
平
成
30
年
　
7
月
31
日（
火
曜
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　��

　（
立
候
補
受
付
）

〇
長
野
県
知
事
選
挙

　
任
期
満
了
：
平
成
30
年
　
8
月
31
日（
金
曜
日
）

　
選
挙
期
日
：
平
成
30
年
　
8
月
5
日（
日
曜
日
）

　
告
示
日
：
平
成
30
年
　
7
月
19
日（
木
曜
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　��

　（
立
候
補
受
付
）

白
馬
村
南
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、改
修
工
事
等
に
よ
り
使
用
で
き
な

い
期
間
が
あ
り
ま
す
。
期
間
は
平
成
30
年
4
月
1
日
〜
8
月
末
日
ま

で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
間
は
飯
森
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、飯
森
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

予
約
な
ら
び
に
予
約
に
関
す
る
お

問
合
わ
せ
は
、ウ
イ
ン
グ
21（
７
２

‐
8
7
7
0
）ま
で
お
願
い
致
し
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
っ
て
安
心
！？

平
成
30
年
度
の
選
挙
日
程
に
つ
い
て

白
馬
村
南
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

使
用
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

マイナンバー総合フリーダイヤル　電話：0120-95-0178

お問合せ　白馬村教育委員会
生涯学習スポーツ課　電話：85-0726 お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：72-7002

詳
し
い
日
程
に

つ
い
て
は
、
広
報

は
く
ば
や
行
政

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

い
ず
れ
の
選
挙

も
私
た
ち
の
未
来

を
託
す
大
切
な
選

挙
で
す
。
棄
権
す

る
こ
と
な
く
投
票

に
行
き
ま
し
ょ
う
。
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工業統計キャラクター
コウちゃん

北
ア
ル
プ
ス
エ
リ
ア
で
の
今
年
最
初
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
、松
本
市
を
ス
タ
ー
ト
し
白
馬
村
で
折
り
返
す「
ア
ル
プ
ス
あ
づ

み
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
ド（
A
A
C
R
）」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
北

ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、豊
か
な
自
然
が

育
ん
だ
素
材
を
活
か
し
た
食
、地
域
の
方
々
の
温
か
な
心
遣
い
と
お

も
て
な
し
を
堪
能
で
き
る
超
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
、県
内
外
か
ら
約

4
，0
0
0
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
す
。
参
加
さ
れ
て
い
る
サ
イ

ク
リ
ス
ト
へ
沿
道
か
ら
皆
様
の
温
か
い
ご
声
援
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

「
白
馬
夏
の
終
わ
り
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会
」で
は
、リ
ト
ア
ニ
ア
か
ら

来
る
大
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
宿
泊
先

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
毎
年
白
馬
村
共

催
で
開
催
し
て
い
る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
、今
年
は
合
唱
活
動
が
盛
ん
な
リ
ト

ア
ニ
ア
か
ら
ビ
リ
ュ
ヌ
ス
大
学
カ
ナ
ウ

ス
校
女
声
合
唱
団（
約
20
名
）が
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
来
訪
に
あ
た
っ

て
は
村
内
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
希
望
し

て
お
り
、現
在
1
家
庭
に
2
名
ず
つ
8

家
の
受
け
入
れ
先
を
募
集
中
で
す
。
リ

ト
ア
ニ
ア
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

��

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
日

　
8
月
25
日
土
曜
日（
夕
方
）　
　
　

〜

　
8
月
26
日
日
曜
日（
朝
）　
　
　
　

　
　
　
　（
1
泊
2
食
・
補
助
あ
り
）

受
け
入
れ
希
望
の
方
、ま
た
お
問
い
合
わ
せ

「
夏
コ
ン
実
行
委
員
会
」長
沢

（
0
9
0
‐
4
6
6
6
‐
8
7
8
8
）

�

ま
た
は
、

hakubanatucon@
yahoo.co.jp

�

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○�

工
業
統
計
調
査
は
、従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造

事
業
所
を
対
象
に
６
月
１
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

○�

工
業
統
計
調
査
は
、我
が
国
に
お
け
る
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な

調
査
で
、統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統

計
調
査
で
す
。

○�

調
査
の
結
果
は
、中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
、

国
及
び
地
域
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
活
用
さ
れ
ま
す
。

○�

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、統
計
作
成
の

目
的
以
外（
税
の
資
料
な
ど
）に
使
用
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○�

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、御
回
答

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

経
済
産
業
省
・
長
野
県
・
白
馬
村（
総
務
課
）

４
月
に
は「
白
馬
岩
岳
ス
キ
ー
場
」、５
月
に「
松
川
河
川
敷
」に

エ
イ
ド
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

※�

周
辺
住
民
の
皆
様
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を

お
掛
け
致
し
ま
す
が
ご
理
解

と
ご
協
力
の
程
を
宜
し
く
御

願
い
致
し
ま
す
。

夏
の
終
わ
り
コ
ン
サ
ー
ト

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

2
0
1
8
年
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
ド
開
催
の
お
知
ら
せ

お問合せ　白馬村役場　観光課　電話：85-0722

開催日 白馬村
通過時間 走行エリア

桜の
AACR

4月22日
(日曜日)

8:30
～

14:00
佐野、
三日市場、
深空、大出、
森上、塩島、
岩岳、八方、
みそら野、
名鉄、飯森、
内山、
白馬駅周辺

緑の
AACR

5月20日
(日曜日)

8:30
～

14:00
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北
ア
ル
プ
ス
に

雪
形
が
姿
を
あ
ら

わ
す
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
、小
谷

村
・
白
馬
村
・
大

町
市
3
市
村
を
つ

な
ぐ
塩
の
道（
千

国
街
道
）を
楽
し

く
歩
く「
塩
の
道

祭
り
」を
今
年
も

5
月
4
日
に
開
催

し
ま
す
。（
3
日

小
谷
村
、
5
日
大

町
市
）

地
元
の
皆
様
の
心
の
こ
も
っ
た
振
る
舞
い
や
、

様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
ご
用
意
し
ま
す

の
で
、お
声
を
か
け
あ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
付
は
当
日
ス
タ
ー
ト
地
点
で
行
い
ま
す
。

受
付
ま
で
は
、グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
森（
ゴ
ー

ル
地
点
）駐
車
場
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時
　
5
月
4
日（
金
・
祝
）

　
落
倉
自
然
園
に
て
受
付
　
午
前
8
時
〜

◆
コ
ー
ス
　
落
倉
自
然
園
コ
ー
ス（
北
回
り
約
9
㎞
）

　
落
倉
自
然
園
〜
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
森

【
受
付
地
点
ま
で
は

�

シ
ャ
ト
ル
バ
ス（
無
料
）を
ご
利
用
下
さ
い
】

・�

マ
イ
カ
ー
ご
利
用
の
方

�

グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
森（
ゴ
ー
ル
地
点
）よ
り

・�

Ｊ
Ｒ
ご
利
用
の
方
　
白
馬
駅
よ
り

今
年
で
52
回
を
迎
え
る「
貞
逸
祭
」

は
、北
ア
ル
プ
ス
白
馬
連
峰
の
山
開
き

を
告
げ
る
歴
史
あ
る
山
岳
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

当
日
は
、安
全
祈
願
祭
の
ほ
か�

地

元
ガ
イ
ド「
白
馬
山
案
内
人
組
合
」と

白
馬
大
雪
渓
ま
で
行
く
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
や
、残
雪
の
白
馬
三
山
を
縦

走
す
る
中
上
級
者
限
定
の
登
山
ツ
ア
ー

も
あ
わ
せ
て
開
催
し
ま
す（
※
要
予
約�

当
日
申
込
不
可
）

残
雪
の
谷
間
に
咲
く
山
野
草
を
観

察
し
、
全
長
2.5
㎞
幅
1
0
0
m
に
及

ぶ
日
本
三
大
雪
渓
の
１
つ
、白
馬
大
雪

渓
へ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、他
の
エ
リ

ア
で
は
味
わ
え
ま
せ
ん
。
参
加
者
に

は
記
念
ピ
ン
バ
ッ
ジ（
非
売
品
）を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
下
山
後
に
は
豚
汁
や
山

菜
の
ふ
る
ま
い
を
行
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
も
楽
し
め
る
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
ツ
ア
ー
で
す
の
で
、皆
さ
ん
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時
　
5
月
26
日（
土
）

　
午
前
7
時
30
分
〜
8
時
15
分

　
受
付（
予
定
）

◆
会
　
場
　
猿
倉
駐
車
場

　（
白
馬
岳
登
山
口
）

※�
会
場
付
近
の
駐
車
場
は
非
常
に
狭

く
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。ト
レ
ッ
キ

ン
グ
参
加
者
は
、白
馬
駅
発
猿
倉
行

き
の
臨
時
バ
ス（
有
料
）を
ご
利
用

◆
運
行
時
間
　
午
前
７
時
30
分
〜

�

８
時
40
分（
順
次
運
行
）

◆
駐
車
場
　
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
森

＝�

コ
ー
ス
詳
細�

＝
　

※（�

）内
の
時
間
は
本
隊
通
過
予
定
時
刻
で
す
。

　
落
倉
自
然
園
　
　
　
出
発（
午
前
9
時
10
分
）�

�

受
付
・
式
典
後
、順
次
ご
出
発
い
た
だ
け
ま
す

　
　
⇐

　
お
か
る
の
穴
　
　
　
　
　（
午
前
9
時
50
分
）

　
　
⇐

　
切
久
保
諏
訪
神
社
　
　
　（
午
前
10
時
10
分
）

　
　
⇐

　
観
音
原
　
　
　
　
　
　
　（
午
前
10
時
40
分
）

　
　
⇐

　
塩
島
公
民
館
前
　
　
　
　（
午
前
11
時
10
分
）

　
　
⇐

　
平
川
神
社
　
　
　
　
　
　（
午
前
11
時
50
分
）

　
　
⇐

　
み
み
ず
く
の
杜
　
　
　
　（
午
後
0
時
10
分
）

　
　
⇐

　
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
森（
午
後
0
時
40
分
）

〜
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
〜

白
馬
民
踊
同
好
会
・
白
馬
民
謡
愛
好
会（
踊

り
、三
味
線
、尺
八
等
）、オ
カ
リ
ー
ナ
風
の
音

（
オ
カ
リ
ナ
演
奏
）、ま
め
っ
子
ダ
ン
ス
く
ら
ぶ

（
ダ
ン
ス
）、八
方
太
鼓
、越
後
上
越�

上
杉
お
も

て
な
し
武
将
隊（
お
も
て
な
し
演
武
）、花
嫁
行

列
、か
ら
こ
ま
き
　
な
ど
を
予
定

く
だ
さ
い
。

◆
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ（
要
予
約
　

※
当
日
申
し
込
み
は
不
可
）

・�

大
雪
渓
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
　

（
A
コ
ー
ス
：
通
常
コ
ー
ス
　

　
B
コ
ー
ス
：
健
脚
コ
ー
ス
）

【
受
付
時
間
】　
午
前
7
時
30
分
〜

【
参
加
費
】　
1
，0
0
0
円

※
小
学
生
以
下
無
料

・�白
馬
三
山
縦
走
登
山
ツ
ア
ー（
中
上
級

者
限
定
！
5
月
26
日（
土
）
〜
27
日

（
日
）�

１
泊
２
日
）

【
受
付
時
間
】　
午
前
6
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
7
時
頃

【
参
加
費
】　
２
４
，0
0
0
円

詳
し
く
は
白
馬
村
観
光
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（U

RL

：http://vill.hakuba.
nagano.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆�

申
込
み
　
事
前
に
白
馬
村
観
光
局

ま
で
お
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ツ
ア
ー
の
当
日
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

第
39
回
塩
の
道
祭
り
　
開
催
の
お
知
ら
せ

第
52
回
貞
逸
祭
・
白
馬
連
峰
開
山
祭

詳しい情報は…塩の道祭り　で検索　http://shionomichi-matsuri.com/ 
お問合せ：白馬村観光局　電話：72-7100

お問合せ：白馬村観光局　電話：72-7100　　メール：info@po.vill.hakuba.nagano.jp
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後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
料
率
は
、
今

後
見
込
ま
れ
る
医
療
費

な
ど
の
推
計
を
基
に
2

年
ご
と
見
直
さ
れ
ま
す
。

平
成
30
・
31
年
度
の
保

険
料
率
は
、平
成
28
・
29

年
度
と
比
べ
医
療
費
な

ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
長
野
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
2
月
定
例
会

の
議
決
を
受
け
、
次
の

と
お
り
改
正
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
か
ら
、全
国
一
斉
に
都
道
府
県
が
市
町
村
と
と
も
に
国
民
健
康
保
険（
国

保
）の
保
険
者
と
な
る
広
域
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。

長
野
県
も
県
が
国
保
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
し
て
、市
町
村
と
と
も
に
国
民
健
康

保
険
を
運
営
し
ま
す
。

●�
国
保
加
入
者（
被
保
険
者
）に
と
っ
て
、

何
が
変
わ
っ
た
の
？

　【
変
わ
る
点
】

　�

　
今
後
、一
斉
更
新
時
に
発
行
と
な
る

被
保
険
証
や
高
齢
者
受
給
者
証
な
ど
の

様
式
が
変
わ
り
、保
険
者
名
は「
長
野

県
」と
表
記
さ
れ
ま
す
。

　【
変
わ
ら
な
い
点
】

　�

　
被
保
険
証
の
発
行
や
国
保
へ
の
加

入
・
脱
退
な
ど
の
手
続
き
、高
額
療
養
費

の
申
請
は
、今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
村
の

窓
口
で
行
い
ま
す
。ま
た
、特
定
健
診
、

保
健
指
導
な
ど
の
保
健
事
業
も
村
で
行

い
ま
す
し
、国
保
税
も
村
に
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
国
保
税
へ
の
影
響
は
？

長
野
県
が
決
定
す
る
国
保
事
業
費
納
付

金
は
、被
保
険
者
数
や
医
療
費
の
水
準
、所

得
水
準
に
応
じ
て
算
定
さ
れ
、市
町
村
ご

と
に
異
な
り
ま
す
。
医
療
費
が
高
い
市
町

村
は
納
付
金
の
負
担
も
大
き
く
な
る
た
め
、

国
保
税
も
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、医
療
費
を
抑
制
す
る
た

め
に
も
、特
定
健
診
等
を
受
診
し
、身
近

な
医
師
で
相
談
で
き
る「
か
か
り
つ
け
医
」

を
見
つ
け
て
早
め
の
相
談
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

将
来
的
に
は
、県
内
の
ど
こ
の
市
町
村

で
も
同
じ
所
得
、同
じ
世
帯
構
成
の
世
帯

は
同
じ
保
険
料
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

※�

白
馬
村
の
平
成
30
年
度
国
保
税
率
は
、

平
成
29
年
度
と
変
わ
ら
ず
、据
え
置
き

で
す
。

●�

所
得
に
応
じ
た
軽
減

　
均
等
割
軽
減�→

　�

世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
、９
割
、

8.5
割
、５
割
、２
割
を
軽
減

　
所
得
割
軽
減�→

　�
被
保
険
者
の
前
年
の
総
所
得

金
額
か
ら
基
礎
控
除（
33
万
円
）

を
引
い
た
額
が
58
万
円
以
下

（
年
金
収
入
で
2
1
1
万
円
以

下
）の
方
の
所
得
割
は
平
成
30

年
度
以
降
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●�

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の
軽
減

→�

均
等
割
の
保
険
料
は
平
成

30
年
度
は
5
割
軽
減
、平
成
31
年

度
以
降
は
資
格
取
得
後
2
年
間

に
限
り
5
割
軽
減
さ
れ
、所
得
割

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※�

保
険
料
額
は
、収
入
金
額
や
世

帯
構
成
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
下
記
ま
で
お
気
軽

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
改
正
は
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
財

政
を
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○�

保
険
料
は
、加
入
者
全
員
が
負
担

す
る「
均
等
割
」と
前
年
の
所
得

に
応
じ
て
負
担
す
る「
所
得
割
」

の
合
計
額
で
す
。

○�

所
得
が
少
な
い
方
の
保
険
料

の
軽
減
は
継
続
さ
れ
ま
す
。軽

減
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
変
わ
り
ま
し
た

4
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

お問合せ　長野県後期高齢者医療広域連合　電話：026-229-5320
〒 380-0935 長野市大字中御所 79-5 NOSAI 長野会館 2 階

または、白馬村役場　住民課住民係　　電話 :85-0715

お問合せ　白馬村役場　住民課住民係　電話 :85-0715

改正後 改正前

均等割額 40,907円 40,907円

所得割率 8.30% 8.30%

限�度�額 620,000円 570,000円

保険料
ひとくち
メモ

均等割額　40,907円

所得割額

（前年中の総所得金額等－33万円）×8.30％

一人当たりの保険料額

（限度額62万円※）

※�保険料額の上限となる賦課限度額
は、平成29年度は57万円でした。

＋

＝

市町村県国

国保加入者
（被保険者）

保険税
納付

◆�県が決定した国保
事業納付金を納付財政支援

◆�保険給付に必要な
費用を市町村に交
付

◆�国保運営方針策定
（県内の統一的な
方針）

財政運営の仕組みが変わ
り、県単位で国保を運営
することにより、高額な
医療費が突然発生した場
合などの保険税負担の急
増リスクが軽減されるこ
とになります。
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白
馬
村
で
は
、障
害
者
総
合
支
援
法
に
規
定

さ
れ
て
い
る
基
本
理
念
、障
が
い
者
施
策
の
現

状
や
、本
村
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
及
び
サ
ー
ビ
ス

利
用
実
績
等
を
踏
ま
え
、障
が
い
の
あ
る
人
の

自
立
や
社
会
参
加
を
は
じ
め
、誰
も
が
い
き
い

き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
総
合
的
な
支
援
の
充

実
を
図
る
た
め
、「
白
馬
村
障
害
者
計
画
・
障
害

福
祉
計
画
・
障
害
児
福
祉
計
画
」を
策
定
し
ま

し
た
。

今
月
号
か
ら
複
数
回
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の

計
画
の
内
容
を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

○�

障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計
画
・
障
害
児
福
祉

計
画
は
ど
の
よ
う
な
計
画
な
の
？

・
障
害
者
計
画
と
は
？

　
障
が
い
者
に
関
わ
る
施
策
の
基
本
的
な
方
向

性
を
定
め
る
計
画
で
す
。

・
障
害
福
祉
計
画
と
は
？

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
相
談
支
援
、地
域

生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
を
定
め
る

計
画
で
す
。

・
障
害
児
福
祉
計
画
と
は
？

障
害
児
通
所
支
援
等
の
提
供
体
制
の
確
保
、

そ
の
他
障
害
児
通
所
支
援
等
の
円
滑
な
実
施
を

定
め
る
計
画
で
す
。

○
ど
の
よ
う
に
策
定
し
た
の
？

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、住
民
の
意
見

を
反
映
す
る
た
め
、住
民
代
表
、学
識
経
験
者
、

福
祉
・
医
療
関
係
者
、
当
事
者
団
体
代
表
等
か

ら
な
る「
白
馬
村
社
会
福

祉
推
進
委
員
会
」
を
設
置

し
、
審
議
し
ま
し
た
。
ま

た
当
事
者
・
家
族
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
そ
の
実
態

を
踏
ま
え
た
上
で
計
画
を

作
成
す
る
必
要
の
あ
る
こ

と
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

つ
い
て
は
、計
画
巻
末
に
資
料
と
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。）

ま
た
、計
画
の
案
の
段
階
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
よ
り
村
民
の
意
見
募
集
を
行
い
ま
し

た
。

○
ど
こ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
？

白
馬
村
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
P
D
F

版
、テ
キ
ス
ト
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　○
次
回
：
白
馬
村
障
害
者
計
画
の
中
身
に
つ
い
て

【
障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計
画
・
障
害
児
福
祉
計
画
っ
て
何
！？
】

　お
問
合
せ

　白
馬
村
役
場
　健
康
福
祉
課
福
祉
係

　電
話
：
8
5-

0
7
1
3

障がい福祉ってなんだろうNo.13シリーズ

「
助
け
上
手・助
け
ら
れ
上
手
に
な
ろ
う
」

自
分
で
出
来
る
！�

と

助
け
を
拒
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

「
助
け
ら
れ
上
手
」の
コ・

・ツ

○�

あ
い
さ
つ
す
る

　「
こ
ん
に
ち
は
」「
お
は
よ
う
」

○
身
近
な
人
と
は
な
す

　�

ご
近
所
と
気
軽
に
は
な
す
、離
れ
て
暮
ら
す
人
に
は
と

き
ど
き
電
話
を
す
る

○
善
意
は
断
ら
な
い

　�

せ
っ
か
く
の
善
意
は
断
ら
な
い
で
素
直
に
受
け
入
れ
る

○「
あ
り
が
と
う
」と
い
う

○
自
分
の
抱
え
て
い
る
問
題
を
人
に
言
え
る
、言
っ
て
み
る

　�

事
実
を
隠
さ
ず
人
に
話
し
て
み
る
　
例
え
ば「
最
近
物
忘

れ
が
多
く
な
っ
た
」な
ど

○�

自
分
な
り
の
S
O
S
を
発
信
す
る
…
例
え
ば

　�「
私
、こ
う
い
う
の
苦
手
な
の
」「
夜
に
電
気
の
付
か
な
い

と
き
は
見
に
来
て
ね
」

〜
助
け
ら
れ
下
手
か
ら
助
け
ら
れ
上
手
に
な
り
ま
し
ょ
う
〜

た
す
け
あ
い
へ
の
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
⑥

白
馬
村
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
協
議
体
通
信

ご
近
所
、仲
間
で
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
!

　な
ど
情
報
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

白
馬
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

電
話：7
2
‐
6
6
6
7 

F
A
X：7
2
‐
7
0
0
1

あ
り
が
と
う
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食べ方で

減 塩

今
年
も
6
月
よ
り
特
定
健
診
、各
種
が
ん
検
診
等
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、血
圧
が
気
に
な
り
だ
し
た
あ
な
た
へ「
ま
だ
間
に
合
う
！
今
日
か
ら
始
め
る
適
塩

の
コ
ツ
！！
」と
題
し
て
、高
血
圧
の
予
防
に
な
る
減
塩
の
お
話
で
す
。

今
年
も
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
前
に
…「
適
塩
生
活
」始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

お問合せ
白馬村役場　健康福祉課健康づくり係

電話：85-0713

高
血
圧
学
会
で
は
高
血
圧
患
者
さ
ん
並
び
に
減
塩
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
方
た
ち
に
む
け
た
、減
塩
食
品
の
リ
ス
ト
の
作
成
を
し
て
い
ま

す
。
減
塩
食
品
に
つ
い
て
よ
く
知
り
、有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、減
塩
食
品
は
高
血
圧
に
対
し
て
万
能
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

特
定
の
食
品
に
偏
っ
た
摂
取
を
し
た
た
め
に
、他
の
栄
養
素
が
不
足

し
て
、か
え
っ
て
健
康
を
害
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
適
切

な
使
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

JSH減塩食品リスト

選び方で

減 塩

高血圧患者

6g
未 満

©2017日本高血圧学会
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に
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本
理
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、障
が
い
者
施
策
の
現

状
や
、本
村
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
及
び
サ
ー
ビ
ス

利
用
実
績
等
を
踏
ま
え
、障
が
い
の
あ
る
人
の

自
立
や
社
会
参
加
を
は
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め
、誰
も
が
い
き
い

き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
総
合
的
な
支
援
の
充

実
を
図
る
た
め
、「
白
馬
村
障
害
者
計
画
・
障
害

福
祉
計
画
・
障
害
児
福
祉
計
画
」を
策
定
し
ま

し
た
。

今
月
号
か
ら
複
数
回
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の

計
画
の
内
容
を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

○�

障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計
画
・
障
害
児
福
祉

計
画
は
ど
の
よ
う
な
計
画
な
の
？

・
障
害
者
計
画
と
は
？

　
障
が
い
者
に
関
わ
る
施
策
の
基
本
的
な
方
向

性
を
定
め
る
計
画
で
す
。

・
障
害
福
祉
計
画
と
は
？

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
相
談
支
援
、地
域

生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
を
定
め
る

計
画
で
す
。

・
障
害
児
福
祉
計
画
と
は
？

障
害
児
通
所
支
援
等
の
提
供
体
制
の
確
保
、

そ
の
他
障
害
児
通
所
支
援
等
の
円
滑
な
実
施
を

定
め
る
計
画
で
す
。

○
ど
の
よ
う
に
策
定
し
た
の
？

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、住
民
の
意
見

を
反
映
す
る
た
め
、住
民
代
表
、学
識
経
験
者
、

福
祉
・
医
療
関
係
者
、
当
事
者
団
体
代
表
等
か

ら
な
る「
白
馬
村
社
会
福

祉
推
進
委
員
会
」
を
設
置

し
、
審
議
し
ま
し
た
。
ま

た
当
事
者
・
家
族
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
そ
の
実
態

を
踏
ま
え
た
上
で
計
画
を

作
成
す
る
必
要
の
あ
る
こ

と
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

つ
い
て
は
、計
画
巻
末
に
資
料
と
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。）

ま
た
、計
画
の
案
の
段
階
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
よ
り
村
民
の
意
見
募
集
を
行
い
ま
し

た
。

○
ど
こ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
？

白
馬
村
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
P
D
F

版
、テ
キ
ス
ト
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　○
次
回
：
白
馬
村
障
害
者
計
画
の
中
身
に
つ
い
て

【
障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計
画
・
障
害
児
福
祉
計
画
っ
て
何
！？
】

　お
問
合
せ

　白
馬
村
役
場
　健
康
福
祉
課
福
祉
係

　電
話
：
8
5-

0
7
1
3

障がい福祉ってなんだろうNo.13シリーズ

「
助
け
上
手・助
け
ら
れ
上
手
に
な
ろ
う
」

自
分
で
出
来
る
！�

と

助
け
を
拒
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

「
助
け
ら
れ
上
手
」の
コ・

・ツ

○�

あ
い
さ
つ
す
る

　「
こ
ん
に
ち
は
」「
お
は
よ
う
」

○
身
近
な
人
と
は
な
す

　�

ご
近
所
と
気
軽
に
は
な
す
、離
れ
て
暮
ら
す
人
に
は
と

き
ど
き
電
話
を
す
る

○
善
意
は
断
ら
な
い

　�

せ
っ
か
く
の
善
意
は
断
ら
な
い
で
素
直
に
受
け
入
れ
る

○「
あ
り
が
と
う
」と
い
う

○
自
分
の
抱
え
て
い
る
問
題
を
人
に
言
え
る
、言
っ
て
み
る

　�

事
実
を
隠
さ
ず
人
に
話
し
て
み
る
　
例
え
ば「
最
近
物
忘

れ
が
多
く
な
っ
た
」な
ど

○�

自
分
な
り
の
S
O
S
を
発
信
す
る
…
例
え
ば

　�「
私
、こ
う
い
う
の
苦
手
な
の
」「
夜
に
電
気
の
付
か
な
い

と
き
は
見
に
来
て
ね
」

〜
助
け
ら
れ
下
手
か
ら
助
け
ら
れ
上
手
に
な
り
ま
し
ょ
う
〜

た
す
け
あ
い
へ
の
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
⑥

白
馬
村
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
協
議
体
通
信

ご
近
所
、仲
間
で
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
!

　な
ど
情
報
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

白
馬
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

電
話：7
2
‐
6
6
6
7 

F
A
X：7
2
‐
7
0
0
1

あ
り
が
と
う
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特定健診 
健康福祉課

Vol.79白 馬 村 の 健 康

食べ方で

減 塩

今
年
も
6
月
よ
り
特
定
健
診
、各
種
が
ん
検
診
等
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、血
圧
が
気
に
な
り
だ
し
た
あ
な
た
へ「
ま
だ
間
に
合
う
！
今
日
か
ら
始
め
る
適
塩

の
コ
ツ
！！
」と
題
し
て
、高
血
圧
の
予
防
に
な
る
減
塩
の
お
話
で
す
。

今
年
も
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
前
に
…「
適
塩
生
活
」始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

お問合せ
白馬村役場　健康福祉課健康づくり係

電話：85-0713

高
血
圧
学
会
で
は
高
血
圧
患
者
さ
ん
並
び
に
減
塩
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
方
た
ち
に
む
け
た
、減
塩
食
品
の
リ
ス
ト
の
作
成
を
し
て
い
ま

す
。
減
塩
食
品
に
つ
い
て
よ
く
知
り
、有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、減
塩
食
品
は
高
血
圧
に
対
し
て
万
能
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

特
定
の
食
品
に
偏
っ
た
摂
取
を
し
た
た
め
に
、他
の
栄
養
素
が
不
足

し
て
、か
え
っ
て
健
康
を
害
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
適
切

な
使
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

JSH減塩食品リスト

選び方で

減 塩

高血圧患者

6g
未 満

©2017日本高血圧学会
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図書館だより
No.197

平成30年4月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

　ご家庭のパソコンやスマートフォンで、この他の図書・ＤＶＤソフトの新着案内、在庫状況をご覧いただけます。
【白馬村行政ホームページ→白馬村図書館→図書館カレンダー・蔵書検索・新着案内】
!インターネットおよび館内検索用パソコンからの予約をされるかたは、最初に、「新規パスワード登録」の画面上の案内にしたがっ
て、手続きしてください。詳しくは、図書館へお問い合わせください。
!窓口での「予約図書申込書」による予約も受け付けておりますので、ご利用ください。

書　　名 著者名 分類
極夜行 角幡　唯介 297カ
人間の未来AIの未来 山中　伸弥・羽生　善治 491ヤ
味噌大全 渡邊　敦光〔監修〕 588ミ
観光先進国をめざして 田川　博己 689タ
筋肉をつくる食事・栄養パーフェクト事典 岡田　隆〔監修〕 780キ

書　　名 著者名 分類
恋するいきもの図鑑 今泉 忠明〔監修〕 481コ
そうだったのか!しゅんかん図鑑 伊知地　国夫〔写真〕 746イ
わすれないよ!ヘッチャラくん さえぐさ　ひろこ 913サ

書　　名 著者名 分類
運転を続けるための認知症予防 浦上　克哉 493ウ
60歳からはじめるSNS 岡本　ゆかり　ほか 547ロ

コんガらガっち　どしんどしん
ちょこちょこすすめ！の本

ぜったいあけちゃダメッ！

いるかともぐらがこんがらがった生物「い
ぐら」が、あやしいトンネルをくぐると・・・。
指で道をたどってみよう!

「この本のページをめくらないで！」と、
モンスターは言うけど、「ダメ」ってい
われると、めくりたくなってしまう・・・。

ユーフラテス〔さく〕
分類　Ｅコ

ヒース・マッケンジー〔絵〕
分類　Ｅマ

―新着案内―

【一般・郷土】

【絵本・児童書】

図書の貸し出しを希望されるかたは、現住所の確認ができる身分証明書（免許証、保険証等）を
持参し、窓口にて、「図書館図書等貸出申込書」をご記入ください。（小学生以下の方は、保護者同
伴のうえ、保護者の身分証明書をご提示ください。）カード発行には、やむをえず、お時間をいた
だく場合があります。時間に余裕をもって、お申し込みいただきますよう、お願い申し上げます。

～大北の図書館の相互利用がさらに便利になりました～
ご利用にあたって
■他の図書館との貸し出しや返却は、数日かかります。
■�図書等を借りる時は、図書館ごと利用カードが必要となります。カードの再発行の際に住所確認などが必要ですので、運転免許
書、保険証などをお持ちください。
■貸出図書の種類や冊数、貸出期間等は、図書館ごとに異なりますので、各図書館にご確認ください。
■リクエストサービスについては、お住まいの市町村の図書館へお申込みください。
■詳しくは、各図書館へおたずね下さい。

相互利用対象図書館　市立大町図書館、池田町図書館、松川村図書館、白馬村図書館、小谷村図書館

ー図書館利用案内ー

大北５館の図書館連携により、どの図書館でも本の貸出しや返却ができるようになりました

利用者カード〈見本〉

月 火 水 木 金 土 日
4月23日 4月24日 4月25日 4月26日 4月27日 4月28日 4月29日
4月30日 5月1日 5月2日 5月3日 5月4日 5月5日 5月6日
5月7日 5月8日 5月9日 5月10日 5月11日 5月12日 5月13日

○休館日のお知らせ	 	 （色がついてる日が休館日になります。）

DVD・CDソフトは、一人3点まで3週間館外貸出できます（図書と合わせて一人10点まで）。
貸出には、図書館の利用者カードが必要です。

平成30年3月号の新着図書案内に誤りがございました。失礼しました。下記の通り訂正をさせていただきます。

書　　名 著者名 分類
俳句やめられません 岸本　葉子 911キ
玄鳥さりて 葉室　麟 Fハ
ご用命とあらばゆりかごからお墓まで 真梨　幸子 Fマ
私の頭が正常であったなら 山白　朝子 Fヤ
ファミリー・ライフ アキール・シャルマ 933シ
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4〜 5月保健ガイド

■休・祝日緊急当番医表
月日 曜日

北部地区
（白馬・小谷）

大町市内
南部地区

（池田・松川）
歯　　　科 白馬村内薬局当番店

4月22日 日 横沢医院 平林医院 西森整形外科 いいざわ歯科医院 大町市 （0261）23-7050 太田薬局

4月29日 日 しんたにクリニック 横澤内科医院 太田医院 小谷歯科医院 小谷村 （0261）82-2762 フジノヤ薬局

4月30日 月 白馬診療所 市立大町総合病院 あづみ病院 あづみ野歯科 松川村 （0261）62-2332 フジノヤ薬局

5月  3日 木 小谷村診療所 野村クリニック 松本クリニック オクハラデンタルクリニック 大町市 （0261）23-0500 ―

5月  4日 金 横沢医院 大町協立診療所 吉村医院 小田切歯科医院 池田町 （0261）62-3134 ―

5月  5日 土 公済堂医院 伊東医院 はーぶの里診療所 市立大町総合病院 大町市 （0261）22-0415 ―

5月  6日 日 栗田医院 柿下クリニック 平林メンタルクリニック 金子歯科医院 大町市 （0261）23-2200 太田薬局

5月13日 日 神城醫院 遠藤内科医院 あづみ病院 平林歯科医院 大町市 （0261）22-1149 フジノヤ薬局

5月20日 日 白馬診療所 最上整形外科ｸﾘﾆｯｸ 近藤医院 横澤歯科医院 大町市 （0261）22-1343 フジノヤ薬局

5月27日 日 しんたにクリニック 菊地クリニック 西森整形外科 いとう歯科医院 松川村 （0261）62-8880 フジノヤ薬局

6月  3日 日 栗田医院 小野医院 太田医院 きらり歯科医院 松川村 （0261）62-0005 太田薬局

6月10日 日 横沢医院 平林医院 あづみ病院 あづみ病院 池田町 （0261）61-1168 太田薬局

6月17日 日 公済堂医院 横澤内科医院 若林医院 師岡歯科 池田町 （0261）62-9781 ―

6月24日 日 小谷村診療所 市立大町総合病院 松本クリニック にこにこデンタルクリニック 大町市 （0261）23-5612 ―

■乳幼児健診等� 会場：ふれあいセンター1階
月　日 事業名 受付時間 対象になるお子様

4月19日（木） 2歳相談 9:15～9:30 H28年2～3月生
4月23日（月） 2ヵ月育児相談 9:30～9:45 H30年2月生
5月11日（金） 3歳健診 13:00～13:15 H27年3月9日～5月10日生
5月18日（金） 乳児健診 9:15～9:30 H29年12月生・H29年6月生
5月22日（火） 7ヵ月もぐもぐの日 9:45～10:00 H29年9月～10月生
5月28日（月） 2ヵ月育児相談 9:30～9:45 H30年3月生

■予防接種� 会場：ふれあいセンター1階
月　日 事業名 受付時間 対象になるお子様

4月20日（金） 麻しん風しん 第2期 13:00～13:45

個別にご案内しています。
4月25日（水） 各種予防接種 13:00～13:30
5月  8日（火） 各種予防接種 13:00～13:30
5月15日（火） 日本脳炎 第1期 13:00～13:45
5月24日（木） 各種予防接種 13:00～13:30

■心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

5月  9日（水） 13:00～15:00 ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

司法書士　人権擁護委員
民生児童委員 白馬村社会福祉協議会　72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。

■人権・心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

6月  1日（金） 13:00～16:00 ふれあいセンター2階
ボランティアルーム 人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会　72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。※ 6月1日は人権擁護委員協議会「委員の日」です。

毎週月曜日 9 :30～12:00
13:30～16:00

毎週火・水・木曜日 13:30～16:00

自由利用

■子育て支援ルーム

1歳児の広場 毎週火曜日
0歳児の広場 毎週水曜日
2・3歳児の広場 毎週木曜日

なかよし広場 時間：9:30～12:00 
行事日程

月　日 行事名 対　象 開始時間
5月  7日（月） おはなし会 11:00～

※ その他の日程については、決まり次第なかよし便りなどでお知らせします。
　お問い合わせは：白馬村子育て支援ルーム　☎72-3025へお願いします。
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平成30年4月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

　ご家庭のパソコンやスマートフォンで、この他の図書・ＤＶＤソフトの新着案内、在庫状況をご覧いただけます。
【白馬村行政ホームページ→白馬村図書館→図書館カレンダー・蔵書検索・新着案内】
!インターネットおよび館内検索用パソコンからの予約をされるかたは、最初に、「新規パスワード登録」の画面上の案内にしたがっ
て、手続きしてください。詳しくは、図書館へお問い合わせください。
!窓口での「予約図書申込書」による予約も受け付けておりますので、ご利用ください。

書　　名 著者名 分類
極夜行 角幡　唯介 297カ
人間の未来AIの未来 山中　伸弥・羽生　善治 491ヤ
味噌大全 渡邊　敦光〔監修〕 588ミ
観光先進国をめざして 田川　博己 689タ
筋肉をつくる食事・栄養パーフェクト事典 岡田　隆〔監修〕 780キ

書　　名 著者名 分類
恋するいきもの図鑑 今泉 忠明〔監修〕 481コ
そうだったのか!しゅんかん図鑑 伊知地　国夫〔写真〕 746イ
わすれないよ!ヘッチャラくん さえぐさ　ひろこ 913サ

書　　名 著者名 分類
運転を続けるための認知症予防 浦上　克哉 493ウ
60歳からはじめるSNS 岡本　ゆかり　ほか 547ロ

コんガらガっち　どしんどしん
ちょこちょこすすめ！の本

ぜったいあけちゃダメッ！

いるかともぐらがこんがらがった生物「い
ぐら」が、あやしいトンネルをくぐると・・・。
指で道をたどってみよう!

「この本のページをめくらないで！」と、
モンスターは言うけど、「ダメ」ってい
われると、めくりたくなってしまう・・・。

ユーフラテス〔さく〕
分類　Ｅコ

ヒース・マッケンジー〔絵〕
分類　Ｅマ

―新着案内―

【一般・郷土】

【絵本・児童書】

図書の貸し出しを希望されるかたは、現住所の確認ができる身分証明書（免許証、保険証等）を
持参し、窓口にて、「図書館図書等貸出申込書」をご記入ください。（小学生以下の方は、保護者同
伴のうえ、保護者の身分証明書をご提示ください。）カード発行には、やむをえず、お時間をいた
だく場合があります。時間に余裕をもって、お申し込みいただきますよう、お願い申し上げます。

～大北の図書館の相互利用がさらに便利になりました～
ご利用にあたって
■他の図書館との貸し出しや返却は、数日かかります。
■�図書等を借りる時は、図書館ごと利用カードが必要となります。カードの再発行の際に住所確認などが必要ですので、運転免許
書、保険証などをお持ちください。
■貸出図書の種類や冊数、貸出期間等は、図書館ごとに異なりますので、各図書館にご確認ください。
■リクエストサービスについては、お住まいの市町村の図書館へお申込みください。
■詳しくは、各図書館へおたずね下さい。

相互利用対象図書館　市立大町図書館、池田町図書館、松川村図書館、白馬村図書館、小谷村図書館

ー図書館利用案内ー

大北５館の図書館連携により、どの図書館でも本の貸出しや返却ができるようになりました

利用者カード〈見本〉

月 火 水 木 金 土 日
4月23日 4月24日 4月25日 4月26日 4月27日 4月28日 4月29日
4月30日 5月1日 5月2日 5月3日 5月4日 5月5日 5月6日
5月7日 5月8日 5月9日 5月10日 5月11日 5月12日 5月13日

○休館日のお知らせ	 	 （色がついてる日が休館日になります。）

DVD・CDソフトは、一人3点まで3週間館外貸出できます（図書と合わせて一人10点まで）。
貸出には、図書館の利用者カードが必要です。

平成30年3月号の新着図書案内に誤りがございました。失礼しました。下記の通り訂正をさせていただきます。

書　　名 著者名 分類
俳句やめられません 岸本　葉子 911キ
玄鳥さりて 葉室　麟 Fハ
ご用命とあらばゆりかごからお墓まで 真梨　幸子 Fマ
私の頭が正常であったなら 山白　朝子 Fヤ
ファミリー・ライフ アキール・シャルマ 933シ
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■休・祝日緊急当番医表
月日 曜日

北部地区
（白馬・小谷）

大町市内
南部地区

（池田・松川）
歯　　　科 白馬村内薬局当番店

4月22日 日 横沢医院 平林医院 西森整形外科 いいざわ歯科医院 大町市 （0261）23-7050 太田薬局

4月29日 日 しんたにクリニック 横澤内科医院 太田医院 小谷歯科医院 小谷村 （0261）82-2762 フジノヤ薬局

4月30日 月 白馬診療所 市立大町総合病院 あづみ病院 あづみ野歯科 松川村 （0261）62-2332 フジノヤ薬局

5月  3日 木 小谷村診療所 野村クリニック 松本クリニック オクハラデンタルクリニック 大町市 （0261）23-0500 ―

5月  4日 金 横沢医院 大町協立診療所 吉村医院 小田切歯科医院 池田町 （0261）62-3134 ―

5月  5日 土 公済堂医院 伊東医院 はーぶの里診療所 市立大町総合病院 大町市 （0261）22-0415 ―

5月  6日 日 栗田医院 柿下クリニック 平林メンタルクリニック 金子歯科医院 大町市 （0261）23-2200 太田薬局

5月13日 日 神城醫院 遠藤内科医院 あづみ病院 平林歯科医院 大町市 （0261）22-1149 フジノヤ薬局

5月20日 日 白馬診療所 最上整形外科ｸﾘﾆｯｸ 近藤医院 横澤歯科医院 大町市 （0261）22-1343 フジノヤ薬局

5月27日 日 しんたにクリニック 菊地クリニック 西森整形外科 いとう歯科医院 松川村 （0261）62-8880 フジノヤ薬局

6月  3日 日 栗田医院 小野医院 太田医院 きらり歯科医院 松川村 （0261）62-0005 太田薬局

6月10日 日 横沢医院 平林医院 あづみ病院 あづみ病院 池田町 （0261）61-1168 太田薬局

6月17日 日 公済堂医院 横澤内科医院 若林医院 師岡歯科 池田町 （0261）62-9781 ―

6月24日 日 小谷村診療所 市立大町総合病院 松本クリニック にこにこデンタルクリニック 大町市 （0261）23-5612 ―

■乳幼児健診等� 会場：ふれあいセンター1階
月　日 事業名 受付時間 対象になるお子様

4月19日（木） 2歳相談 9:15～9:30 H28年2～3月生
4月23日（月） 2ヵ月育児相談 9:30～9:45 H30年2月生
5月11日（金） 3歳健診 13:00～13:15 H27年3月9日～5月10日生
5月18日（金） 乳児健診 9:15～9:30 H29年12月生・H29年6月生
5月22日（火） 7ヵ月もぐもぐの日 9:45～10:00 H29年9月～10月生
5月28日（月） 2ヵ月育児相談 9:30～9:45 H30年3月生

■予防接種� 会場：ふれあいセンター1階
月　日 事業名 受付時間 対象になるお子様

4月20日（金） 麻しん風しん 第2期 13:00～13:45

個別にご案内しています。
4月25日（水） 各種予防接種 13:00～13:30
5月  8日（火） 各種予防接種 13:00～13:30
5月15日（火） 日本脳炎 第1期 13:00～13:45
5月24日（木） 各種予防接種 13:00～13:30

■心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

5月  9日（水） 13:00～15:00 ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

司法書士　人権擁護委員
民生児童委員 白馬村社会福祉協議会　72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。

■人権・心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

6月  1日（金） 13:00～16:00 ふれあいセンター2階
ボランティアルーム 人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会　72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。※ 6月1日は人権擁護委員協議会「委員の日」です。

毎週月曜日 9 :30～12:00
13:30～16:00

毎週火・水・木曜日 13:30～16:00

自由利用

■子育て支援ルーム

1歳児の広場 毎週火曜日
0歳児の広場 毎週水曜日
2・3歳児の広場 毎週木曜日

なかよし広場 時間：9:30～12:00 
行事日程

月　日 行事名 対　象 開始時間
5月  7日（月） おはなし会 11:00～

※ その他の日程については、決まり次第なかよし便りなどでお知らせします。
　お問い合わせは：白馬村子育て支援ルーム　☎72-3025へお願いします。
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人口：8,947 人　男：4,509 人　女：4,438 人　世帯数：4,099 人
（平成 30 年 4 月 1 日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）

4
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編集後記

春の訪れを感じられるような、暖かな陽気になってきました。白馬村でも人事異動や新人職員を迎え、フレッシュ
な体制で平成30年度をスタートしました。白馬村の春は、代掻き馬の雪形、桜、こぶし等、楽しみがいっぱいです。
5月4日に開催される塩の道祭りで白馬村の自然を感じてみてはいかがでしょうか
さて、私が広報業務についてから1年が経過しました。平成30年度も引き続き広報を担当させていただきます。
平成30年度もよろしくお願いいたします。
� （広報編集担当：鷲澤）

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116
※地デジに関するお問い合わせは…
　デジサポナビダイヤル　0570-07-0101
　　　　　　　　　　　　までお問い合わせください。

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

　白馬村の認知症サポーター数620人
（平成29年1月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

村政情報はホームページまたはフェイスブック
でもご覧いただくことができます。

http://www.vill.hakuba.lg.jp/
https://www.facebook.com/hakuba.lg.jp

広報はくばおよび白馬村行政公式ホーム
ページに掲載する広告（有料）を募集し
ています

＊お問い合わせ　白馬村役場総務課

広告募集中

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第1回町内美化活動が6月26日、今井浜海岸で実施
され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら70名を超
える人々が参加しました。東小学校では、子ども達の
地域の自然を大切にする気持ちを高めるため、毎年夏
に今井浜海岸の清掃活動を行っています。縦割り班に
分かれた児童らは、大人達と協力しながら流木や海藻
などのごみを拾い集めました。約1時間に渡る活動の
結果、トラック3台分、ごみ袋112袋分のごみが回収さ
れました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7月19日（水）から3日間、白馬北小学校の5年生
の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物
館見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での
買い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

こだわりの農産物が勢揃い
第28回JA伊豆太陽東賀農業祭が3月4日、河津バガ

テル公園で開催され、地域住民や観光客などが生産者
のこだわりの農産物を買い求めました。お茶や野菜な
ど人気商品の特売には、開店直後から買い物客が列を
作り大盛況となりました。そのほかにも抽選会や音楽
コンサート、餅つき大会などさまざまな催しが開かれ、
イベントを盛り上げました。

「太地町ガイドの集い」結成
太地町の歴史、文化、自然、景観、グルメ、特産品等

の魅力を発信し、誘客促進を図ることを目的としたガ
イド組織、「太地町ガイドの集い」が結成されました。
メンバーは「日本遺産鯨とともに生きる」のガイド養
成講座を修了した方を中心に構成され、4月1日より本
格的な活動を開始します。
構成メンバーは次の方々です。
写真左から、久世滋子さん、長尾陽子さん、奥村良子

さん、和田千明さん、松嶋勝美さん、長尾雄二郎さん。
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